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私 は 私 で ある も の の すべ て 、 教 授 の アダ マス ・ サ ンジ ェ ル マ 
ン で す 。 


友人 の みな さん 、 今 日 は ウイ ング スシ リー ズ 、 最初 の 集まり 
で す が 、 今 日 の シャ ウド は 、 い つも より 短く な る か も し れ ま せ 
ん 。 


リン ダ : (ギフ ト 袋 を 出し て ) シ ャ ー ン ブラ か ら あ な た へ の プレ 
ゼン ト な の よ 、、、 


アダ マス : (遮っ て ) あ ーー! う あ ー! 今日 は 手短 に 切り 上 
げた い 気 分 な ん だ 。 


リン ダ : そ うな の ね ! お お ! (聴衆 も 「 お お お ! 」) 


アダ マス : 二 日 酔い で は あり ませ ん よ 。 た だ 、 今日 の 私 が 不 
機嫌 で ある こと が 理由 で す 。 そ の こと に つい て すぐ に 説明 し 
ます が 、 し ば し 冗談 は 無し で や り ま し ょ う 。 さあ 深呼吸 を し て 
くだ さい ( 聴 宮 が そう する の を 見 て 、 ア ダマ ス 、 ク スク ス と 笑 

う ) 。 


リン ダ : ブ ラヴ ァ ツ キー を チャ ネル し て る の か し ら ? (笑い が 
起き る ) 

Human or Master?( 人 間 な の か マス ター な の か ? ) 

アダ マス : 今日 ここ に いる の は 誰 で すか ね ? 誰が いま す 
か ? 人 間 で すか ? ある い は マス ター で すか ? 訳 き に い 
つて も ら え る か な 。 

リン ダ : お お ! いい わ よ 。 


アダ マス : こ こ に いる の は 誰か な 。 さ き ほ ど 言 っ た よう に 私 
は 今 、 不 機嫌 で す 。 気 難 し く て 、 怒 り っ ぽ ぼく な っ て いま す 。 や 


あ 、 エ ディ ス 。 
リン ダ : 本 当 ? 


アダ マス : い っ た い 何 が 起こ っ て る ん だ ろう ね ? (笑い が 起 
きる ) 


エディ ス : あら 、 ハンサム さん 。 私 は あな た を 愛し て る わ よ 。 
アダ マス : 先 日 、 夜 通し 私 を 眠ら せ て くれ な か っ た ね 。 
エディ ス : そ れ っ て 良い こと よね 。 

アダ マス : ま あ ね 。 不平 不満 じゃ な く 、 甘い 嘆き だ っ た か ら ね 
(「 お お ! 」「 ヘ イ ヘ イ ! 」 と 冷や か し が 入る 。 リン ダ 笑 う ) 。 さ 
て と 、 エ ディ ス 、 今日 は 誰が 来 て る の か な ? 人 間 か な ? 
マス ター か な ? 

エディ ス : 両 方 よ 。 

アダ マス : 両 方 。 そ の 割合 は ? どん な 感じ か な ? 

エディ ス : う 一 ん 。 95% が マス ター で 、5% が 人 間 ね 。 

アダ マス : (アダ マス が 遮る よう に 咳払い を する と 笑い が 起き 
る ) 。 オー ケー。 う ん 。 今 の は 記録 に 残し て お いて 、 後 か ら 再 
検証 し て みよ うか な 。 いい ね 。 で も どう し て マス ター が ここ に 
いる ん だ ろう ? 

エディ ス : あな た か ら 何 か を 学ぶ た め よ 。 

アダ マス : 学 ぶ こ と な ん て 何 も な いよ 。 な ん に も 、 全く 全く 、 何 
も な いよ 。 18 年 間 で 200 回 を 超え る シャ ウド 。 それ に 22 冊 も 
の 本 に で きる だ け の ワー クシ ョ ッ プ を や っ て きた よ 。 マス ター 
さん 、 こ れ だ け あ れ ば 十分 過ぎ て 、 こ れ 以 上 、 学 ぶ こと は 他 
に は な いよ 。 な の に どう し て ここ に いる の か な ? 言っ た よう 
に 、 今 日 の 私 は 気難しい で す 。 意地悪 で す 。 

エディ ス : 確 か に そう ね 。 ヒ ント を も ら え る か し ら ? 

アダ マス : ダ メ だ ね (笑い が 起き る ) 。 マス ター が ここ に いる と 
し て 、 マ スタ ー と は いか な る ヒン ト も 必要 と し な いか ら ね 。 
エディ ス : う ー ん 。 た だ あな た の 話 を 聞き に 来 て る っ て こと か 
し ら 。 他 に 何 を 答え て いい か 分 か ら な いわ 。 


アダ マス : な る ほど 。 いい ね 。 実際 、 そ ん な に 良く は な いけ 
次 の 人 。 誰が ここ に 来 て いま すか ? マス ター な の か 人 間 な 


の か 、 は っ きり させ て ほし いで すね 。 は い 、 ど う ぞ 。 


パッ ティ : マス ター、 私 は ここ に いま す 。 
アダ マス : 私 は ここ に いま す 、 と 。 
パッ ティ : は い 。 


アダ マス : え っ と 、 そ れ は 人 間 と し て と いう の が 、 ほ と ん どか 
な ? マス ター と し て か な ? 割合 は ? 

パッ ティ : マス ター が ほぼ で す 。 

アダ マス : マ スタ ー が ほぼ 、 と 。 パー セン ト で 言う と どう だ ろ 
う ? 比率 で 言う と 。 

パッ ティ : 98% で すね 。 

アダ マス : (アダ マス 、 咳払い を する 。 彼女 は 笑う ) マキ ョ ー 探 
知 機 の ブザー だ ね 。「 あ ああ ! 」 だ ね 。 98% ね 。 で あれ ば 、 何 
の た め に ここ に いる の か な ? 

パッ ティ : 踊る た めで す 。 ダ ンス で す 。 

アダ マス : ダ ンス ね 。 じ ゃ あ 君 が 今 、 踊 っ て いな い の は どう し 
て か な っ? 

パッ ティ : で も 、 みん な で そう し て いま す よ 。 

アダ マス : 悪い 答え じゃ な いね 。 許し て あげ よう 。 


は い 、 次 の 人 。 今 日 ここ に 来 て いる の は 人 間 で すか ? マス 
ター で すか ? ちな み に そ の T- シ ャ ツ の プリ ント 、 何 て 書い 
て る の か な 々 ? 


ナザール (男性 ) : 正 式 に サー ト の fuck off club( ク ソ ッ タ レ の 
会 ) に 入会 し た ん だ 。 

アダ マス : な ん だ ろう ? 変 だ ね 。 私 は 7 つの 言語 に 精通 し て 
て 、 大 抵 の 言葉 は 、、、( ナ ザー ル が T- シ ャ ツ を 折り 、 折り 目 
と 折り 目 を 合わ せ て 「Fuck Off」 の 文字 を 見 せる と 、 笑い が 起 
きる ) 

ナザール : あ り が と う 、 サ ー ト (さら に 笑い が 起き る ) 

アダ マス : な る ほど 。 な る ほど な る ほど 。 

ナザール : 生き て いく 上 で の 新しい モッ トー に し た ん だ 。 真剣 
に ね 。 

アダ マス : そ れ が 君 の モッ トー な ん だ ね 。 

ナザール : そ う 。 

アダ マス : な る ほど 。 じ ゃ あ そ う 言っ て いる の は マス ター か 
な ? 人 間 か な ? 

ナザール : (少し 考え て ) 状況 に よる 、 と 言う し か な いか な 。 
アダ マス : な る ほど 。 な ら 、 今 の 状況 で あれ ば どう か な 。 こ う 
し て 向かい 合っ て 、 マ スタ ー だ か 、 人 間 だ か が 、 私 に 話し か 
け て いる この 状況 、、、 

ナザール : お お 、 そ う 来 た か 。 オ ー ケ ー。 

アダ マス : 今日 の 私 は 不機嫌 で 意地 が 悪い と 言っ た ね (「 マ 
ジ か よ (No shit) 」 と 声 が 上 が り 、 笑い が 起 きる ) 。 し か も 、 時 
を 追う ご と に 気分 は 酷く な っ て る よ 。 

ナザール : そ うだ ね 、 マ スタ ー か な 。 

アダ マス : マ スタ ー と 。 


ナザール : マ スタ ー で 間違い な いよ 。 

アダ マス : マスター で ある と 。 

ナザール : 確実 に 。 

アダ マス : そ の 答え を 受け 入れ よう 。 受け 入れ る よ 。 も し 人 間 
が さっ き の サ ー ト の 話 を し て いた の な ら 、 ま あ 、 あ り 得 な い 
ね 。 人 間 に は そん な こと を する 理由 も 権利 も な く 、 そ れ が あ 
る の は マス ター だ け だ ね 。 マス ター に な っ て くれ て 、 あ り が と 
つ 。 


次 の 人 。 人 間 、 マ スタ ー、 ど っ ち が こ こ に いる の か な ? 今日 
は 二日酔い だ っ た 時 より 酷い な 。 は い 、 誰 か な ? 人 か な ? 
マス ター か な っ 


ジェ ー ン : マス ター よ 。 

アダ マス : マス ター だ ね 。 比率 は ? 割合 は ? 

ジェ ー ン :100% よ 。 ええ 。 

アダ マス : う む ! そう 言っ た 時 、 目 に 光 が 宿 っ た ね 。 どう し 
て だ ろう ? (彼女 が 答え ず に いる と ) こ こ へ 来る まで の 今週 
は どう だ っ た の か な ? 人 間 だ っ た か な ? マス ター だ っ た 
か な っ 

ジェ ー ン : どちら も 少し ずつ ね 。 

アダ マス : ど ちら も た くさ ん だ ね 。 

ジェ ー ン : どちら も た くさ ん ね 。 

アダ マス : そ うだ ね 。 じ ゃ あど うし て 、 マ スタ ー は ここ に 来 た 
ん だ ろう ? どん な 理由 が あっ た の か な ? 何 の た めか な ? 
ジェ ー ン : そ れ が 今 の 瞬間 を 感じ る 方 法 だ か ら よ 。 

アダ マス : ど ん な ふう に 感じ る の か な ? 

ジェ ー ン : オープン で 、 拡大 し て いる と 感じ る の 。 

アダ マス : そ れ は どの ぐら い 続 く か な ? 

ジェ ー ン : 続く 限り は 続く わ よ (笑い が 起き る ) 

アダ マス : そ の 手 の こ と が いか に 私 を イラ イラ させ て いる か 
説明 し よう と 思っ て いま す ( さ ら に 笑い ) 。 た だ 、 そ れ は みな さ 
ん の せい で は な く 、 私 の 側 の 事情 で すね 。 は い 。 続く か ぎり 
は 続く と 。 な ら 、 続 か な く な っ た 時 に は 何 が 起き る の か な ? 
全て が 崩れ 落ち て 、 人 間 に 戻 っ た 時 に 。 

ジェ ー ン : そう ね 。 た だ 、 今 の 瞬間 は 、 、 、 

アダ マス : そ れ が 起こ っ た 時 、 ど うな る か な ? 

ジェ ー ン : 取り 乱 し て 、 泣く わ ね 。 

アダ マス : い いね 。 それ で 行こ う 。 

ジェ ー ン : え え 。 

アダ マス : そ うな っ た と し て 、 取り乱し て 泣い た 後に は 何 が 起 
こる か な ? 

ジェ ー ン : マス ター が 戻っ て き て 、 私 は それ を 許す わ ね 。 


アダ マス : な る ほど 。 いい ね 。 こ こ で 一 息 入 れ ま し ょ う 。 そう 
言え ば (リン ダ に ) 私 に 見 せ た い も の が あっ た よう だ けど 。 こ 
の 後 で また 今 の 話 に 戻り ます の で 、 、 、 みな さん 考え て お 
いて くだ さい 。 人 間 な の か マス ター な の か 、 と マイ ク が 来 ま 
す よ 。 袋 の 中 に は 何 が ある の か な ? 


リン ダ : 8 月 3 日 よ 。 ハ ッ ピ ー バ ー ス デー。 

アダ マス : そう か 。 私 の クソ ッ タ レ な 誕生 日 だ っ た ね 。 素 晴 ら 
し い 。 

リン ダ : 誕 生日 が クソ ノッ タレ な の か し ら (「 オ ー、 ワオ ! 」 と 声 
が 上 が る ) 。 

アダ マス : ど れ ど れ 、 、 、 (プレ ゼン ト を 開け る と 、2 つ の マグ 
カッ プ ) 。 わあ 、 美しい 。 えっ と 、 本当に 本 当 に 美しい ね (拍手 
が 起こ る ) 。 フ ルー ル ・ ド ・ リ ス (Fleur de lis : ア ヤメ の 紋章 ) だ 
ね 。 さ あ 、 み ん な で 私 に ハッ ピー バス デー を 歌い まし ょ う 。 
アダ マス と 聴衆 : (歌う ) ハ ッ ピ バー ス デ ー、 ト ゥ ー、 ユ マン 
ハッ ピ バ ー ス デー、 ト ゥ ー、 ユ マン 」 

アダ マス : も う 十 分 か な (リン ダ 、 笑 う ) 

聴衆 : (歌い 続け る ) ハ ッ ピ バー ス デ ー か) ディ ア 、 ア ダマ ス 。 
ハッ ピ バ ー ス デー、 ト ゥ ー、 ユ マー 》 

アダ マス : 人 間 が 歌っ て いる ね (リン ダ 、 笑 う ) 。 素晴らし い 。 
美しい よ 。 も う 十 分 。 あり が と う 。 

リン ダ : つれ な いわ ね ! (「 ワ オ ! 」 と 声 が 上 が る ) 。 つれ な 
いわ ! 

アダ マス : た くさ ん や る こと が ある か ら ね 。 まだ まだ ある か 
ら 。 

リン ダ : ア リス 、 あ り が と う 。 あり が と う 。 

アダ マス : あり が と う 。 アリ ス 、 あ り が と う 。 本 当 に 美しい よ 
(拍手 が 起こ る ) 。 君 に は 2 ポイ ント あげ て お く よ 。 あり が と 
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リン ダ : ポ イン ト が 溜 ま れ ば マイ ク が 受け 取れ る っ て こと 
ね ! (リン ダ 、 笑 う ) 


アダ マス : そ う 。 マイ ク を 受け 取れ る ん だ よ ! (笑い が 起き 
る ) 。 で 、 人 間 か マス ター か の 話 に 戻る けれ ど 、 そ の 前 に も う 
一 度 、 美 し い ギ フト を あり が と う 。 

アリ ス : どう いた し まし て 。 

アダ マス : 本当 に 美しい も の だ よ 。 

アリ ス : そ れ を 見 る と 、 あな た の こと を 思い 出し て 、 手 に 入れ 
な きゃ っ て 。 

アダ マス : も っ と 画 的 に 近く に 寄れ る か な ? 少し 待っ て て も 
ら え る か な 。 今 、 記 者 会 見 的 な こと を や っ て る か ら ね (アリ ス 、 
笑う 。 カ メラ は マグ カッ プ を 持っ た アダ マス を ズー ム で 捉え 


る ) 。 美しい よね 。 マグ を 手 に し た 笑顔 の 私 。 も う 不機嫌 で は 
あり ませ ん 。 い い 笑 顔 で すね 。 私 の 顔 を 映し て も える か な 
(アダ マス 、 に っ こり ) 。 は い 撮れ た (リン ダ 、 爆 笑 し 、 聴衆 も 
笑う ) あ り が と う 。 いい ね 。 さあ 話 を 進め よう か 。 元 に 戻 ろう 。 
人 間 か 、 マ スタ ー か ? 


アリ ス : た っ た 今 は 、 両 方 で す 。 

アダ マス : 両 方 。 

アリ ス : フ ィ フ ティ ー フ ィ フ ティ で す 。 

アダ マス : フ ィ フ ティ - フ ィ フ ティ と いう こと は 、 言 い 換え れ ば 、 
君 は 君 の クソ な マイ ンド を 誤魔化し 切れ て いな いっ て わけ だ 
ね 。 

アリ ス : え 、 あ ーー、 は い 。 

アダ マス : (彼女 を 真似 て ) え っ ああ 、 ふ あぁ い ! 

アリ ス : 誤 魔 化 せ て いま せん 。 

アダ マス : 半 分 か 。 ん 一 、 そ うだ ね 。 

アリ ス : 厳密 に 、 今 日 は 普段 より も 人 間 が 多い ぐら いで す 。 
アダ マス : な る ほど 。 それは どう し て だ い ? 

アリ ス : こ こ へ 車 で 来る 途中 、 確 か に そう だ と 思い まし た 。 
アダ マス : 何 が あっ た の か な 々 ? 

アリ ス : す ご < イラ イラ し で いま し た 。 

アダ マス : イラ イラ し て た と 。 な る ほど 。 

アリ ス : 深刻 で 、 ば か 真面目 に な っ て いて 。 

アダ マス : 不 機嫌 だ っ た と 。 

アリ ス : な ん だ か 重たく っ て 。 

アダ マス : 重く 、 深刻 。 

アリ ス : そ れ が 何 か は 分 か り ま せん が 。 

アダ マス : そ うだ ね 。 それ は ここ の この 集まり の 、、 、 
アリ ス : マス ター が 感じ る も の と は 思え な い の で 、 だ と すれ 
ば 人 間 に 違 いあ り ま せん 。 

アダ マス : そ れ っ て 、 こ の 集まり の エネ ルギー の せい か な ? 
アリ ス : 私 に と っ て は 、 シ ャ ー ン ブラ だ と 感じ られ まし た 。 
アダ マス : そ うだ ね 。 

アリ ス : い わ ゆ る 集合 意識 の せい で は な いと 思い ます 。 
アダ マス : そ う 。 こ の 、 こ この グル ー プ の だ ね 。 

アリ ス : 大 い に 、 あ り 得 る と 思い ます 。 

アダ マス : ま さ に 、 ま さ に 。 

アリ ス : え え 。 何 が 起こ っ て る ん だ ろう っ て 。 サー ト の T- シ ャ 
ツ か し ら 。 クソ ッ タ レ な シャ ツ を 着 た 彼ら が いる か ら か し ら っ 
で 

アダ マス : 彼 ら は 君 の こと を 嫌い に な る か も 、 だ ね 。 な る 

ね ! 

アリ ス : ハッ 、 ハ ッ 、 ハッ ー ! 


アダ マス : ま あ 、 君 は 別に 、、、 
アリ ス : そ の こと で 自分 を 責め て た ん で す 。 


アダ マス : 完 璧 だ っ た 一 日 の は ず が 突然 に 「 う わあ あ ! 嫌 
な 感じ が し て きた ぞ 」 と な る ん だ ね 。 そう だ よね 。 

アリ ス : ええ 、 まあ 。 

アダ マス : そう だ ね 。 

アリ ス : ええ 。 


アダ マス : お そら く 、 今日 ここ に に いる 2% の 人 間 を 感じ て し まっ 
た の か も し れ な いね 。 

アリ ス : お お ! (リン ダ 、 笑う) 

アダ マス : い いね 。 

アリ ス : ハッ ハー ! 


アダ マス : いい ね 。 で は 次 で 最後 に し まし ょ う 。 


リン ダ : や り た い 人 は いな いか し ら ? ちょ っ と 怖い か も し れ 
な いけ ど 。 

アダ マス : ス タッ フ か ら 選 ん で も 構わ な いよ 。 

リン ダ : スタ ッ フ か ら も 選べ る の ね 。 

アダ マス : も ちろ ん 、 も ちろ ん 。 彼ら も この 集まり の 一 部 だ 

よ 。 

リン ダ : 分 か っ た わ 。 

アダ マス : お お ! いい ね 。 今日 ここ に いる の は 人 間 か な ? 
マス ター か な ? 

リン ダ : マー ク よ 。 

ジェ ー ン : さ あ 答 えな さい 。 

アダ マス : 今日 が 君 の 誕生 日 だ っ て こと は 知っ て た よ 。 君 に 
ハッ ピー バー ス デ ー の 歌 を 送 ろ う 。 

アダ マス と 聴衆 : ハ ッ ピ バー ス デ ー、 ト ゥ ー、 ユ ン J) ハッ ピ 
バー ス デ ー、 ト ゥ ー、 ユ ン 》 ハッ ピ バ ー ス デーン JJ ディ ア 、 
ガレ オン 、、 、 

アダ マス :22 歳 に な る ん だ っ て ね 。 

聴 環 : ハ ッ ピ バー ス デ ー、 ト ゥ ー、 ユ ー 》 

アダ マス : い いね 。 素晴らしい 。 


ガレ オン : そ ん な 、 よ か っ た の に 。 で も あり が と う 。 

アダ マス : 嬉 し か っ た よね 。 だ よね 。 さ あ 、 こ れ も ま た 、 ク リム 
ゾン サー クル の 年 代 記 、 記 録 に 載る こと に な る けれ ど 、 人 間 
と マス ター、 ど っ ちか な ? 

ガレ オン : どっち も た くさ ん っ て 気 が す る よ 。 

アダ マス : バ パーセント で 言う と ? 

ガレ オン : う 一 ん 、 、 、 (考え 込ん で 、 ため息) 

アダ マス : さ ああ 数字 を で っ ち 上 げ て 。 


ガレ オン : どっ ち も 80% ぐ らい か な 。 
アダ マス :80% と 。 


ガレ オン : だ ね 。 
アダ マス : ま あ 、 実 際 は 、、、 う ん 。 で も いい ね 。 あり だ ね 。 あ 
り だ よ 。 


リン ダ : 新 し い 数 学 ね 。 

アダ マス : だ ね 。 じ ゃ あど っ ち が 勝 つっ て る か な ? た っ た 今 、 
どっ ち が 勝 っ て る ? 

ガレ オン : 人 間 は 自分 が 勝っ て る と 思っ て る だ ろう ね 。 

アダ マス : 人 間 は 人 間 が 勝っ て る と 思っ て る 。 いい ね 。 実直 
な 回 答 だ ね 。 良い 答え だ よ 。 で も それ は 何故 だ ろう ? 

ガレ オン : 質問 の 意図 が 、 ち ょ っ と 、、 、 

アダ マス : 人 間 と マス ター と の 間 で 、 何故 、 人 間 が 勝っ て る ん 
だ ろう ? そっ ち が 表 に 出 て る の は 何故 か な る? 

ガレ オン : 何故 っ て 、 人 間 は そう し た いか ら だ ろう ね 。 

アダ マス : そ うし た いか ら そ うし て る 、 か 。 な ん だ か 駄々 っ 子 
みた い だ ね 。 いい ね 。 

ガレ オン : そ うだ ね (笑い が 起き る ) 。 

アダ マス : い いね 。 素晴らし いよ 。 あり が と う 。 


さて 、 そ ろ そ る ろ る 私 の 気分 が いま いち な 理由 の 説明 に 入り ま 
すか ね 。 


リン ダ : あ ら 、 い よい よね 。 


アダ マス : そ れ に 加え て 、 こ の シャ ウド 、 ウ イン グ ス シ リー ズ 
の 最初 の シャ ウド で 述べ て お きた い 重 要 な 2 つの 事柄 に つ 
いて も お 話し ます 。 1 つ 、2 つ と お 話し ます 。 そし て みな さん 
は 、 今 日 の 終わ り に は 、 そ の 2 つが 何で あっ た か を 、 な ん だ 
つけ? と 思い 出 そ う と する こと に な る で し ょ う 。 その 2 つ は 非 
常に シン プル な 事柄 で す が 、 み な さん は きっ と 忘れ て し まう 
と 思い ます 。 と は 言え 、 だ か ら こ そ 、 私 た ち は 時 に シャ ウド の 
振り 返り を 行う の で す 。 


Adamus' Mood( ア ダマ ス の 気分 ) 


今日 、 私 が 不機嫌 な の は 、 私 の 過去 、 そ し て 未来 の 混乱 し 
た 状況 に いる アス ペク ト た ち が 、 私 に 対し て ぐち ぐち と 不平 
を 垂れ 、 ま た 互い に も ぐち ぐち と 言い 争い を し て いる か ら で 
す 。 彼ら の 生活 は 減 茶 苦 茶 で す 。 


酷い こと だ と 思い ませ ん か ? な か な か に 辛い 状況 で す よ 。 
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暴れ た り 泣 いた り 叫ん だ り 喚 いた り し て いる 子供 た ちと 同じ 
部 屋 に いる よう な 状況 で す 。 それ を 聞い て 、 み な さん は 「 で 
も アダ マス 。 あな た は そん な に も 素晴らし い ア セン デッド マ 
スタ ー で 、 い や 、 ど この 何より 誰 よ り も 頭 一 つ 、 二 つ 三 つも 抜 
け て 素晴らし く 、 優秀 な 存在 じゃ な い の か い 」 と 、 そ う 思 いま 
す よ ね 。 みん な が そん な ふう に 言っ て いる の が 分 か り ま す 
(笑い が 起き る ) 。 


サー ト : そ し て 頭 も 良い や ね ! 


アダ マス : そ うだ ね 。 賢く っ て 、 全 て で ある と 。 だ か ら み な さん 
は こん な ふう に 思い ます 。 「 ア セン デッド マス ター に な っ た 時 
に 、 全 て の 問題 は 消え て な く な っ た ん じゃ な いん で すか 」 と 。 


鳴 呼 ! 重要 な 事柄 の 一 部 で す 。 例 の 2 つの うち の 1 つ で は 
あり ませ ん が 、 大事 な ポイ ント で ある こと に は 変わ り ま せん 。 
それ は 、 み な さん が 認識 に 至る こと を 許し た と し て も 、 身体 
を 保持 し た まま で 惑星 に 残る こと を 許し た と し て も 、 そ れ は 、 
みな さん の アス ペク ト た ち が 抱 える 問題 、 混 乱 、 騒 動 が 、 消 
える こと を 意味 し な いと いう こと で す 。 ア スペ クト た ち は 過 去 
に いる の で は あり ませ ん 。 彼ら は 今 、 こ こ に いま す 。 彼ら は 
未来 に いる の で も あり ませ ん 。 彼ら は 今 、 ここ に いま す 。 


ここ に 腰かけ て いる マス ター の みな さん 。 まあ 20% だ け マ ス 
ター の 人 が いる の な ら 、80% の 人 間 に は 悪い で す が 、 私 は マ 
スタ ー に 向かっ て 言っ て いま す よ 。 と に か く 、 み な さん は そう 
いっ た アス ペク ト の ノイ ズ や 喧騒 を 聞き 続け る こと に な る で 
し ょ う 。 そし て それ は 、 時 に 、 ア セン ショ ン し た みな さん を 、 ア 
セン ショ ン し た 尻 の 穴 まで 、 疲 れ さ せま す ( 笑 い が 起 きる ) 。 
いつ まで も 騒ぐ の を 止め な い 子 供 と いる お 母さん と 同じ 気分 
に な る で し ょ う ね 。 時 に 逃げ た くも な り ま す よ ね 。 責任 を 放棄 
し た り 、 キャ ンプ に 行っ て 、 そ の まま 戻っ て こ な け れ ば 、 そ う 
思う こと だ っ て ある で し ょ う ( さ ら に 笑い ) 。 と に か くみ な さん 
は 疲れ ます 。 う ん ざり し ます 。 言 易 し ま す 。 そし て そう な る こ 
と は 珍し いこ と で は あり ませ ん し 、 僅 か で さえ も そう は な ら な 
い 、 そ う 完 全 に 否定 で きる 人 も いな いと 思い ます 。 ア スペ クト 
た ち は そ ん な 感じ で ノイ ズ を 発し 続け ます 。 


それ が どん な に 酷い か を お 話し し ます 。 私 は 酷い 頭痛 と と も 
に 夜中 に 目 を 覚まし ます 。 本 当 の 意味 で 私 が 眠る こと は あり 
ませ ん が 、 ま あ 、 ス トー リー と し て 聞い て くだ さい 、。 私 は 夜中 
に 叩き 起こ され ます 。 私 に は 、 文字どおり に 破産 し か か っ て 
いる アス ペク ト が 存在 し ます 。「 ぐ ぬ ぬ ! 今にも 資産 が 尽き 


そう だ 。 奴ら は 、 こ ん な 私 か ら 全 て を 奪っ て いく こと だ ろう 。 私 
は 聡明 で 賢い に も 関わ ら ず 、 破 産 し か か っ て いる 。 鳴 呼 、 神 
よ 、 ど うか 、 ど うか 、 救 い の 手 を 」 と 言っ て いる よう な 存在 で 
す 。 こ れ は 、 さ ほど 宗教 的 で は な か っ た 部 類 の 私 の 生涯 、 マ 
ー ク ・ ト ウェ イン と し て 知ら れ て いる 男 の 話 で す 。 彼 は 全て に 
お いて シニカル で 人 を 小 馬鹿 に し た 皮肉 屋 で し た 。 みな さん 
に も 分 か る と 思い ます が 、 そ ん な 斜 に 構え た 生き 方 な ん て 、 
ちょ っ と し た こと 、 例え ば 破産 し そう に な っ た と すれ ば 、 す ぐ 
に 消え 失せ て し まい ます 。 実際 、 彼 は お 金 の 管理 を 上手 に 
出来 て は いま せん で し た 。 ヒ ント を 出す まで も あり ませ ん が 、 
お 金 、 つ まり は エネ ルギー の 話 で すね 。 彼 は エネ ルギー の 
管理 が 上 手 に 出来 ず に 、 破 産 し か か っ て いた の で す 。 


彼 は 全て を 、 特 に 尊敬 を 失う こと を 恐れ て いま し た 。 尊敬 、 
名 声 で すね 。 彼 は と て も 有名 に な っ て いま し た 。 誰 し も が 、 
彼 は お 金 に は 不 自由 し て いな いと 思っ て いま し た 。 で も 彼 は 
その 管理 を ほぼ 行っ て いま せん で し た 。 彼 は 悲痛 に も 「 鳴 呼 
神 よ 。 処女 マリ ア よ 。 磯 の イエ ス よ 。 どう か どう か どう か 、 お 
願い し ます 。 少し で いい か ら 助 け て くだ さい 。 少し の お 金 で 
いい ん で す 」 心 の 中 で 、 そ う 叫 ん で いま し た 。 友人 の みな さ 
ん 、 ど こ か で 聞い た こと ある 話 じ ゃ あり ませ ん か ?「 お 願い 
し ます ! な ん で も し ます 。 罪 の 告白 で も 何で も し ます 。 や る 
べき こと は 何で も し ます 。 だ か ら 助け て くだ さい 」 


そもそも 、 神 は マー ク ・ ト ウェ イン の こと な ど 気 に し や し ませ 
ん 。 ま か り 間 違っ て 、 神 が 何 か を し た と し て も 、 笑 顔 を 浮か 
べ て 「 お い 、 セ ント ・ ジ ャ ー メ イン 。 君 の 一 部 の マー ク ・ ト ウェ 
イン が どう か し ちゃ っ た みた い だ ぜ 」 そ う 言 う 程度 の こと で し 
ょ う ね 。 その 生涯 自体 、 セ ント ・ ジ ャ ー メ イン と マー ク ・ ト ウェ イ 
ン 、2 人 の 共同 作業 みた いな も の な の で 、 言 われ る まで も な 
いで す が ( 笑 い が 起 きる ) 。「 ほ ら あ そこ 、 見 て みろ よ 。 何 か 
あっ た ん じゃ ね る?」 


も し か し た ら 、 み な さん は 、 マ ー ク は ウィ ッ ト に 富み 、 知 的 な 
の で 、 彼 自身 と いう か 私 と いう か 、 同じ だ けど 違う 存在 に 「 お 
ー い ! そこ の 大 き な 誰 か さん ! 君 だ よ 君 。 い る の は 分 か 
つて る よ 。 セン ト ・ ジ ャ ー メ イン 、 君 の こと だ よ 。 アセ ン デ ッ ド 
マス ター ズクラブ で 忙し そう に し て る 君 。 世界 どこ ろか 、 そ の 
偉大 な る 働き ぶり で 、 実 際 は 宇宙 中 に 名 を 轟かせ て いる 君 
に 頼み が ある ん だ けど 、 少 し 手 を 貸し て くれ な いか 。 今にも 
破産 し そう な ん だ 」 と 頼ん だ と 思う か も し れ ま せん 。 も し 彼 が 
彼 の 内 な る も の に 対し て オー プン で あっ た の な ら 、 あ る い は 
私 も 少し は 手助け で きた か も し れ ま せん 。 そう 多く は な い に 
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せよ 、 低 利子 の 短期 融資 ざら い (笑い が 起き る ) し て あげ ら 
れ た と 思い ます 。 彼 の た っ た 今 の 憂鬱 を 少し は 解消 し て や 
れ た と 思い ます 。 そう し て 何 か 月 か か け て 、 結 局 は 彼 が 破 
産 に 向かう の を 見 て いた こと と 思い ます 。 何故 っ て 、 真 の 創 
造 者 、 真 の マス ター は その 表現 、 創 造物 の 全て に 完全 な る 
自由 を 与え る も の だ か ら で す 。 私 は 彼 を 押さ えて いた く は あ 
り ま せん 。 彼 の 日 々 の 暮らし に 介入 する 気 も あり ませ ん 。 全 
て は 彼 が 自ら や る こと で す 。 も ちろ ん 、 彼 は 私 の 一 部 で す 。 
私 と いう ワン ネス の 一 部 で す 。 で も 私 は 彼 を 支配 し よう と は 
思い ませ ん 。 


そん な こと を 言う と 親子 関係 で 、 特 に 無関心 な 関係 の よう に 
聞こ える か も し れ ま せん が 、 全く そう で は あり ませ ん 。 それ こ 
そ が 、 真 の 共感 で あり 、 思い や り で す 。 それ は 、 生 涯 を 創造 
し 、 そ の 生涯 を 受け 入れ て 、 彼ら が 彼ら の スト ー リ ー を 好き 
な だ け 自 由 に 探求 し 、 経 験 させ て や る と いう こと で す 。 お っ と 、 
この 部 屋 の マス ター 率 が 上 が っ て き て いま すね 。 24% ぐ らい 
が マス ター に な り ま し た ね 。 そこ まで か どう か 分 か り ま せん 
が 、 徐 々 に 徐々 に 、 上 が っ て いま すね 。 私 は 今日 も 、 い つも 
と 同じ よう に 、 み な さん に 対し て 寛大 で す 。 気 前 が いい で 

す 。 


真 の マス ター と は 、 自分 の 全て の 部 分 に 自由 を 約束 し て や 
り ま す 。 コ ント ロー ル を し た り 、 こ ちら の 都合 で 、 そ の 生涯 を 
良い と され る も の に し て や る こと は あり ませ ん 。 何故 な ら 、 ま 
あこ の 内 容 に は 後 で また 触れ ます が 、 全て は 単なる スト ー 
リー だ か ら で す 。 た だ の 物語 で し か な いか ら で す 。 


私 に は 他 に も いま す 。 作家 の アス ペク ト で 、 私 を ひたすら イ 
ライ ラ さ せ 続 ける 存在 が いま す 。 分 か り ま すか ね 。 私 も みな 
さん と 同じ よう に 、 地 球 で た くさ ん の た くさ ん の 生涯 を 過ごし 
まし た 。 私 に は 、 人 間 の 出す ノイ ズ 、 泣 き 言 、 不 平 不満 、 恐 

れ や 心配 (あく び を し た 人 を 見 て ) 、 あ く び や 睡眠 不足 や その 
他 の 全て が 分 か り ま す 。 ちな み に 、 マ スタ ー が 入っ て くれ ば 、 
人 間 は 眠く な り ま す 。 良い こと で す 。 


と に か く 私 は 他 に も 作家 の アス ペク ト を 持っ て いま す 。 私 は 
作家 と し て 少な く な い 生 涯 を 過ごし て いま す 。 そ の 中 の 一 人 
に 、 み な さん に は シェ イク スピ ア と し て 知ら れ て いる 作家 が 
いま す 。 シェ イク スピ ア で す 。 この 作家 と いう の が 、 私 に と っ 
て は 、 お 尻 に で きた 大 き な お で きみ た いな 存在 で す 。 私 に ス 
トレ ス と 間 題 を 生じ させ ます 。 


彼 は 最も 偉大 な 作家 の 一 人 と 見 な され て いる 人 物 な の で 、 
みな さん は この アス ペク ト を いつ も 平和 で 落ち 着い た 存在 だ 
と 思う か も し れ ま せん が 、 違 いま す 。 この アス ペク ト は 、 そ れ 
も また 自分 で ある と 認め な いわ け に は いか な い の で す が 、 
この アス ペク ト は 自分 の 書く も の に 全く 満足 し て いま せん 。 
私 と し て は 「 な ん で も いい じゃ ん ! 儲かっ て る し 、 取 り 巻 き 
も た くさ ん いる 。 何 千年 も 続く 歴史 に 名 前 を 残す こと に な っ た 
わけ だ し 、 大 き な 公 園 で 、 シ ェ イ クス ピア ・ サ マー・ プ レイ な 
ん て も の さえ 催さ れる よう な 人 物 に な る 。 それ の 何 が そん な 
に 不満 な ん だ い 。 泣き 言 を 言う 理由 が どこ に ある ん だ い ?」 
と いう 感じ で す 。 で も 彼 は 自分 の 書く も の が 好き で は な く 、 ピ 
ー ビ ー と 泣き 言 ば か り 言っ て いま す 。 自分 が 書い て いる も の 
が 気に入ら な い の で す ! 確か に 、 そ れ は 芸術 家 肌 の 人 に 
よく 見 られ る 傾向 で す 。 と て も 素晴らし いも の を 創作 し た に も 
関わ ら ず 、 そ れ が 何で あれ 、 ど ん な 理由 で で も 、 本 人 に し か 
分 か ら な いよ うな 、 正 直 、 訳 の 分 か ら な い 理由 で 、 気 に 入り 
ませ ん 。 そう いう も の を 彼ら は 人 に 見 せ た い と 思い ませ ん 。 
常に 手直し し た いと 思っ て いま す 。 


自分 の ハー ト に 従っ た も の で は な く 、 聴衆 に 婦 び た も の を 書 
いて いる 、 シ ェ イ クス ピア は その こと が 嫌 で 嫌 で た まり ませ 
ん で し た 。 自分 が 本 当 に 書き た いも の 書い て いる 、 そ うい う 
感覚 が な か っ た の で す 。 私 か ら す る と 、 そ の どれ も が 良く 出 
来 た 作 品 で す 。 彼 の 作品 は 、 多く の 人 を 惹き つけ まし た 。 彼 
は それ で 有名 に な り 、 ま た 、 さ ら に さら に 、 作品 を 世に 出す 
ご と に 、 有名 に な り 続 け ま し た 。 し か し それ が 、 彼 に と っ て は 
苦痛 で あり 、 常に 苦悩 の 種 で し た 。 「 真 の 詩人 と し て 、 私 は 

ハー ト か ら 来 る も の を 自分 の た め だ け に 書く べき で は な い 
の か ? 商業 主義 的 な 書き 物 に 自分 を 埋没 させ て し て し まっ 
て いい の だ ろう か ?」 


シン プル に こう 言っ て や り た いで すね 。 「 な あ シ ェ イ キー よ 
(笑い が 起き る ) 。 両方 や りな よ 。 両方 や れ ば いい じゃ な い 
か ! 人 々 が 作風 の 変化 に 混乱 し た り 、 そ の 反応 が 気 に な 
る な ら 、 ペ ン ネ ー ム で も 何で も 適当 に 作っ て 、 そ れ で 書け ば 
いい じゃ な いか 。 そう や っ て ハー ト に 従っ た も の も 、 書 け ば 
いい じゃ な いか 」 と 。 し か し 彼 は 自分 で 勝手 に 作っ た 感情 的 
且つ 心理 的 な ジレ ンマ の 中 に ずっ と いま す 。 まあ 私 は それ 
に 対し 、 フ ラン ク に 言っ て 、 ち ょ っ と うん ざり し て いま す 。 本 当 
に うん ざり し て いま す 。 


彼 は 私 に 繋が ろう と は し て いま せん 。 神 に さえ 、 手 を 伸ばそ 
うと し て いま せん 。 彼 は 傷つい た 作家 を 演じ て いて 、 そ れ に 
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囚われ て いて 、 そ の 状況 は 延々 と 続い て いま す 。 


みな さん の 人 生 は 人 生 で 大 変 で 、 み な さん は そう いっ た た く 
さん の ノイ ズ に 晒さ れ て いま す が 、 私 も また 、 そ う や っ て 演じ 
られ る 全て の ノイ ズ に 晒さ れ て いま す 。 私 に は や っ か いな ア 
スペ クト が 他 に も あっ て 、 そ の アス ペク ト を 紹介 する な ら 、 オ 
リ ジ ナ ル の 「 生 きる べき か 、 死 ぬ べ きか (To be or not to be)」 
の アス ペク ト で す 。 みな さん が 信じ よう と 信じ まい と 、 そ の 言 
葉 を 最初 に 使っ た の は シェ イク スピ ア で は あり ませ ん 。 プラ 
トン と し て 知ら れる 私 の アス ペク ト が 最初 に その 言葉 を 使い 
まし た 。「 生 きる べき か 、 死 ぬ べ きか 」 と 。 ち ょ っ と 哲学 的 に 過 
ぎ ま す よね 。 大 げ さ で す よ ね 。 な ん と いう か 、、 、 重い で す 

ね 。 


プラ トン は 、 大 昔 の 人 物 で は あり ます が 、 現 代 の 西洋 社会 の 
始祖 に し て 、 そ の 基盤 を 築い た と 目 さ れ て いる 人 物 で す 。 そ 
し て その 彼 は 今 、 激 し く 葛藤 し て いま す 。 哲学 的 に な り 過 ぎ 
て いま す 。 


私 は みな さん に 「 分 か り ま せん (1 don't know) 」 だ け は 言わ 
な いで くれ 、 常々 そう お 願い し て いま す が 、 そ れ は 私 が プラ 
トン に うん ざり し て いる こと が 理由 で す 。「 分 か ら な い (1 don’t 
know) 。 生き る べき か 、 死ぬ べき か 。 世界 は 黒 な の か 白 な の 
か 」 だ そう で す 。 聞い て いる と 、 こ っ ちの 気 が お か し く な り ま 
す 。 馬鹿 げ て いま す 。 そう いう こと で す 。 みな さん に は みな さ 
ん な り の 様々 な 問題 が あり 、 今 日 は 大 変 だ 、 な ん て 日 々 思 
っ つて いる か も し れ ま せん が 、 私 は 私 で 私 な り に 、 過去 生か ら 
未来 生ま で の 全て 、 全 て の アス ペク ト が 不平 を 言っ た り 、 葛 
藤 し た りす る こと に 晒さ れ て いる の で す 。 


その 上 で 今日 、 ア セン デッド マス ター ズクラブ か ら こ の スタ ジ 
オ へ 来る 道すがら 、 私 は 、 み な さん が 、 マ スタ ー で は な く 、 人 
間 の サイ ド か ら 、 生活 に 不平 を 言っ た り 、 問題 を 訴え た り 、 ジ 
レン マ に 昔 ま れ た り 、 葛藤 し た り し て いる の を さん ざん に 聞 
か され た と いう わけ で す 。 人 間 と マス ター で 、 ど ちら が より 
騒 々 し いか を 、 み な さん に お 伝え し て お きま す 。 明々 白々 で 
は あり ます が 、 騒 々 し い の は 人 間 で す 。 人 間 は 泥 に 藤 る の 
が 大 好き で す 。 本 当 に 、 本 当 に 、 真 の 意味 で 、 シ ェ イ クス ピ 
ア 的 で す 。 み な さん は シェ イク スピ ア み た い に な り た い の で 
すか ? 歴史 に 埋もれ て いき た いで すか ? 彼 は まだ あそこ 
に 座っ て いま す よ 。「 鳴 呼 。 私 は ハー ト か ら も の を 書い て い 
な い 。 観客 、 聴 衆 に 婦 び て る だ け だ 」 そ う 嘆 いて いま す 。 シ ャ 
ラッ プ で す 。 だ っ た ら 、 ハー ト か ら の も の も 書け ば いい じゃ な 


いで すか 。 誰 に で も 分 か る 理屈 で す 。 


と ころ で みな さん 、 分 か り ま すか 。 彼ら は 助け や 愛 、 エ ネル 
ギー を 本 当 に 必要 と し て いて も な お 、 せ っ か く あ る 、 よ り 自 由 
で 高い 視点 に 立っ た セル フ に 、 そ れ を 求め る こと は あり ませ 
ん 。 そう 遠 く な い 昔 に 輝 か し く アセ ンド し た アセ ン デ ッ ド マス タ 
ーー に それ ら を 求め る こと は あり ませ ん 。 彼ら は 教会 に 行く の 
で す 。 他 の 人 間 の と ころ に 行く の で す 。 ある い は アル コー ル 
や ドラ ッ グ 、 そ の 手 の も の に 向かい ます 。「 全 て は あな た の 
中 に ある 。 あな た 以外 の どこ に も な い 」 の に 。 


私 は 私 の アス ペク ト を 見 て いま す 。 彼 が 、 彼 ら が 、 既 に そこ 
に ある 答え に 気付 か な いま ま 、 問題 を 抱え 、 不 平 を 言っ て い 
る 様 を 見 て いま す 。 で も 仮に 、 私 が 傍 に いた と し て 、 それで 
彼ら は 私 の 言う こと を 聞き ます か ね ? アダ マス お じ さ ん ( 笑 
い が 起 きる ) が 「 い や 、 答 え は シン プル だ よ 」 と 伝え た と し て 、 
彼ら は 聞く 耳 を 持つ で し ょ うか ? 持た な いで すね 。 私 の 話 
な ん て 聞き た が ら な いと 思い ます よ 。 彼ら は ゲー ム に 没頭 し 
過ぎ て いま す 。 


だ か ら 私 は 今日 、 不 機嫌 な の で す 。 最近 よく 眠れ て いま せ 
ん 。 マス ター の みな さん 、 そ れ っ て どこ か で 聞い た 話 じゃ あ 
り ま せん か ? 身 に 覚え は あり ませ ん か ? (聴衆 「 イ エー 
イ 」) 


今日 ここ に 座っ て いる 、 そ し て これ を 観 て いる マス ター の み 
な さん 、 考 えて みて くだ さい 。 みな さん は まだ 、1 つ の 人 間 の 
アス ペク ト と 付き 合う だ け で いい の で す が 、 私 は 何 十 個 も 相 
手 に し て いま す (「 う わ 」 と 声 が 上 が る ) 。 う わあ ああ ! で す 。 
だ か ら 、 今日 は 気分 が 優れ な い の で す 。 マス ター 率 を 27% に 
上 げ て きた 、 時 を 追う ご と に 良く な っ て いく マス ター の みな さ 
ん 、 こ の 鳥かご の 中 で 何 が 起こ っ て いる か を し っ か り 感 じ て 
みて くだ さい 。 こ の 鳥かご の 中 で 何 が 起こ っ て いま すか ? 
あな た の 中 で 何 が 起こ っ て いま すか ? 


多く の 動揺 が あり ます ね 。 喧騒 と 混乱 も あり ます ね 。 愚痴 や 
泣き 言 が 飛び 交 っ て いま すね 。 「 さ あ シ ンプ ル に 解決 し よう 。 
まがり な り に で も 答え を 得 て 、 さ っ さと 進 も う 。 さあ 次 次 」 そ う 
言え る 人 間 の アス ペク ト は そう 多く は な いで すね 。 も っ と 激 し 
い 言葉 の ラリ ー が 続い て いま すね 。 そし て その ラリ ー が 終 
わる こと は 無い で し ょ う 。 その 喧騒 が 消え る こと は あり ませ 
ん 。 何故 な ら 、 み な さん に は 、 た っ た 今 こ に こ で 起こ っ て いる 過 
去 生 と 未来 が ある か ら で す 。 


マス ター の みな さん 、 そ ん な 状況 に あっ て 、 出 来る の は 深 呼 
吸 ぐ らい です 。 喧騒 に 囚われ な いよ うに し て くだ さい 。 許し て 
くだ さい 。 そう で す 。 ふと し た 瞬間 、 突 然 に 、 今 の も の で は な 
い 、 過 去 生 が 顔 を 出す こと も ある で し ょ う 。 過去 生 、 未 来生 、 
関係 な く 浮 か ん で きま す 。 騒が し いで す 。 その 時 に は 深呼吸 
を し て 、 許 し て くだ さい 。 そ うし て いれ ば ある 地点 で 、 過 去 な 
り 未 来 な り に いる その 方 々 に も 、 も う 十 分 だ 、 そ う 思 える 時 
が や っ て きま す 。 「 そ うだ な 。 結局 、 自分 は 自分 だ (Am that I 
Am) 。 う ーー ん 、 で も 、 だ か ら っ て 、 何 を どう し て いい も の か 分 
か ら な いな 。 お 一 い 、 自分 は 自分 さん よー、 や っ と その 気 に 
な っ た か ら 、 オ ー プ ン に な っ て 許す こと に し た か ら 、 こ れ で 手 
打ち に し て 、 な ん と か し て くん な いか な 一 。 助け 出し て よ 一 。 
話 を 聞く か ら さ 一 」 ア スペ クト 、 過 去 の も の で も 未来 の も の で 
も 、 ア スペ クト が そこ まで くれ ば 、 よ う や く 、 あな た は その ア 
スペ クト と 協調 で きま す 。 し か し 協調 と は 言え 、 カ ウン セリ ン 
グ を する の で は あり ませ ん 。 分 析 を し て 共に 作戦 を 立て る の 
で も あり ませ ん 。「 あ あ 、 シ ェ イ クス ピア 、 君 は な ん て 不幸 な 
作家 な ん だ 」 と 言葉 を か け て や る こと で も あり ませ ん 。「 大 き 
く 深呼吸 を し て 許す 」 こ と 、 そ し て 、 先ほど か ら 言 っ て いる 2 つ 
の ポイ ント に つい て 伝え て や る こと 、 と いう の が それ に な り 
ます 。 あな た が する の は 、 た だ それ ら を 伝え る だ け で す 。 


マス ター の みな さん 、 あ れ よ あれ よ と いう 間 に 、 マ スタ ー 率 
が 30% を 超え て いま すね 。 こ の 放送 の 終わ り 頃 に は 、50% を 
超え て くる の で は な いで し ょ うか 。 あれ よ あ れ よ と 言っ て いる 
た っ た 今 、 み な さん は 確か に マス ター で あり 、 み な さん は マ 
スタ ー に な る 道 を 進ん で いる 者 で も 、 マス ター に な ろう と し て 
いる 者 で も あり ませ ん 。 みな さん は マス ター で ある こと を た 
だ 許し 、 受 け 入 れ て いる 者 、 つ まり マス ター で あり 、 ノ イズ を 
聞き 、 喧騒 に 包ま れ た その 中 で も 、 公園 の ベン チ か 、 も っ と 
良い イス に 腰かけ て 、 深 呼吸 を し 、 美 し い マ グ に いっ ぱい の 、 
コー ヒー で は な く 、 少し で も ワイ ン が いい で すか ね 、 を 優雅 
に 躍る 者 で す 。 そ うし て リラ ックス し て 、 深 呼吸 を し て 、 み な さ 
ん が これ まで に 入っ た こと の ある 、 こ れ か ら 入 る こと に な る 
全て の スト ー リ ー を 鑑賞 し ます 。 


そう し て いる と 、 ギア に 油 を さ し た が ご と く 、 スッ と 横 に 滑る が 
ご と く 、 マ スタ ー と し て 深呼吸 を し た 途 端 に 、 あ な た の 中 に 、 
涙 が 出る ほど 美しく 、 素 晴らし い ス トー リー が 展開 され て い 
る の だ と いう 感覚 が 滑り 込み ます 。 摩擦 と 緊張 が きれ い に 
削ぎ 落と され ます 。 そし て 、 昨 晩 の 私 が そう し た よう に 、 あ な 
た は た だ 座っ た まま 、 深 呼吸 を し て 、 あ な た と いう 存在 の 映 
画 を 観る で し ょ う 。 そう いう こと で す 。 最初 か ら 全 て が 丸々 解 


決 さ れる 、 さ れ て いる 、 完 成 し て いる わけ で は あり ませ ん 。 
分 か り ま すか ね 。 マス ター は た だ 「 結 局 の と ころ 全て は 上 手 
く 行 くだ ろう 」 そ う 認 識 し て いる だ け な の で す 。 シェ イク スピ ア 
は 素晴らし い 作 品 を 書き 上 げ ま し た 。 マー ク ・ ト ウェ イン も そ 

う で す 。 私 は 文章 を 書く の が 好き で すし 、 彼ら は 歴史 に 名 を 
残し まし た 。 プラ トン と シェ イク スピ ア と トゥ エイ ン の よう な 存 
在 を 三 つ も 合わ せ て 経験 で き て 、 私 は 誇り に 感じ て いま す 。 
と に か く 、 あ な た は た だ 座っ て 、 リ ラッ クス し て 、 結 局 全 て は 、 
た だ の 、 美 し く < 壮大 な 物語 で ある 、 と 認識 し ます 。 


さあ それ を や っ て み ま し ょ う 。 マス ター の みな さん 、 少 し そう 
し て みて くだ さい 。 その ぐら い 簡 単 な こ と な の で す 。 


も ちろ ん 、 そ れ と いう の は 結局 の と ころ 、 壮 大 な る "and” で 
す 。 全て が 全部 、 起 こっ て いま す 。 マス ター は その どれ か に 
引っ か か っ た り 、 そ の どこ か で 行き 詰っ た り 、 そ の 中 に は ま 
り 込む こと は あり ませ ん 。 実際 、 マス ター は 、 そ れ ら を 観察 
する こと に 魅了 され 、 観察 し て いる こと に こそ 意義 を 見 出し 
て いま す 。 それ が 次 の レベ ル で す 。 私 た ち が 向 か っ て いる 
レベ ル で す 。 


と いう わけ で 、 私 の 気分 も どん どん 回 復 し て き て いま す 。 す 
ぐ 、、 、 そ う で すね 。 神様 あ り が と う 」 と で も 言っ て お きま し ょ 
うか (笑う ) 。 と は 言え 、 私 が ここ か ら 感 じ 良 く な っ て いく か どう 
か は 分 か り ま せん 。 そう いう 気分 の 時 は どう いう 感じ に な る 
か 分 か り ま す よ ね 。 どこ と な く 混 乱 の 霧 に 和 首 わ れ た 感じ に な 
っ て 「 ク ソ ! 上 機嫌 に な ん か な る も ん か 。 お か し いな 。 不 機 
嫌 で いる こと を 楽し ん で た は ず な の に 。 笑わ せよ うと し て な 
いで くれ 。 笑顔 に な ん か な る も ん か 」 み た い に な り ま すね 。 
今 の 私 が そん な 感じ で す 。 気分 は 上 が っ て き て は いま す が 、 
まだ そう じゃ な い 状 態 で いた いよ うな 感じ で す 。 分 か り ま す 
よね 。 そう いう 時 は きっ と 、 み な さん も そう で す よ ね 。 


それ に つい て リン ダ か ら コ メン ト が ある と 思っ た けど 、 あ り ま 
せん ね 。 


リン ダ : 身 を 隠し て る の (笑い が 起き る ) 。 


アダ マス : リ ンダ が 隠れ て いま すね 。 リン ダ が 隠れ て いる 様 
を 撮っ て くだ さい 。 まる で 、 、 、 


リン ダ : (笑っ て いる ) 見 つけ られ る か し ら ! 


アダ マス :「 ふ わ ! 」 て 感じ で すね 。 観客 席 の どこ に も いな い 
し 、 本 格 的 に 隠れ て ます ね (リン ダ 、 笑 う ) 。 


The Spider' s Web( ク モ の 巣 ) 


さて 、 こ こ に 座っ て いる 人 間 さ ん に 向け て 、 大 切な こと を 1 つ 
お 伝え し ます 。 みな さん の 生活 の 中 で 起こ る あれ や これ や 
は 、 引 き 続き 起こ り 続 け ま す 。 人 間 の 持ち 得る 恐れ と いう の 
は 、 洗 い 流せ る も の で は あり ませ ん 。 それ は それ と し て そこ 
に あり ます 。 そう いう エネ ルギー の 通り 道 が あめ る か ら で す 。 
そこ に は 恐れ が 、 疑 い が 、 そ れ は それ と し て 存在 し ます 。 そ 
し て 私 に は 、 そ れ を 克服 し よう と 懸命 に 戦う みな さん の 姿 が 
見 えて いま す 。 


生活 の 中 に 困難 が あり 、 そ の 困難 に 対し て 一 生 懸 命 頑 張っ 
て いる みな さん の 姿 が 見 えて いま す よ 。 で も 、 そ うし た と ころ 
で 何 が 起こ る か は も う 分 か っ て いま す よ ね ? そう する と 、 よ 
り 恐 れ に 囚われ ます 。 そ の 恐れ に 根拠 も 実態 も 何 も な いと し 
た と ころ で 、 で も や っ ぱり それ は そこ に あっ て 、 み な さん は 
恐れ に 捕まり ます 。 クモの巣 に 引っ か か っ た よう な 有 様 で す 。 
恐れ 、 疑 い 、 不 安 と いう クモ が そこ に は いま す 。 あな た は ク 
モ の 巣 に 引っ か か っ て いま す 。 


クモ は 、 そ ん な みな さん を 食べ に や っ て きま す 。 みな さん は 
自分 を 守る た め に 戦い 、 も が きま す 。 恐れ 、 疑 い 、 自信 の 無 
さ 、 そ れ が 何で あっ て も 、 ク モ か ら 逃 れ よ うと 必死 に な り ま す 。 
戦い に 自ら を 投じ ます 。 バト ル し ます 。 し か し 、 人 間 の みな さ 
ん 、1 つ お 伝え し て お きま す が 、 み な さん は その 時 点 で 既に 、 
クモ の 術中 に は まっ て いま す 。 そ の クモ は みな さん を 、 あ な 
た を 、 あ な た だ け を 捕え る た め 、 あ な た が そこ に 来る と 分 か 
っ て いて 、 そこ に 巣 を 張っ た の で す 。 クモ は あな た が 戦い 始 
め る と 分 か っ て そう し て いま す 。 クモ の 巣 に 引っ か か っ て 、 
そこ か ら 逃 れ よ うと し て 戦え ば 、 ど うな る か は 分 か り ま すね 。 
戦え ば 戦う ほど 、 も が け ば も が く ほ ど 、 よ り ク モ の 糸 は 絡み 
つき ます 。 


クモ は その 戦い で 、1 オ ンス も エネ ルギー を 消費 し ませ ん 。 
戦う 必要 が な いか ら で す 。 無論 、 戦 っ て いる よう な 様 は 見 せ 
ます 。 巣 に 引っ か か っ た 人 間 を 、 あ る 種 満足 させ る た め 、 そ 
ん な ふう に 振る 舞い ます 。「 お ら 一 ! お ら 一 ! 」 で す 。 で も 
実際 、 ク モ は 何 も し て いま せん 。 し よう と も 思い ませ ん 。 ク モ 
に は 、 あ な た が 自滅 する こと が 分 か っ て いま す 。 クモ の 巣 で 


す 。 そこ か ら 逃 れ よ うと あな た が バト ル を 始め た その 瞬間 に 
は 、 既 に 決着 は つい て いま す 。 あな た は 完全 に 捕え られ て 、 
ディ ナー に され て し まい ます (アダ マス 、 笑 う ) 。 


気分 が 良く な っ て き て いま す 。 私 は 笑っ て いま すね ! (笑い 
が 起き る ) 。 笑っ て いま す よ 。 ああ 、 か な り マ シン で す 。 さ っ き 
か ら 比 べ る と 、 か な り マ ン な 気分 で す 。 


クモ の 件 で す が 、 人間 で ある みな さん 、 私 が 何 を 伝え よう と 
し て いる か 分 か り ま すか ね ? いく つか あり ます 。 ま ず 恐 
や 疑い に つい て で す が 、 こ の 惑星 で 身体 を 持っ て 生き る 以 
上 、 み な さん は それ ら を 持ち 続け る こと に な る で し ょ う 。 その 
こと を 理解 し た 上 で 、 も ちろ ん 恐れ や 疑い や その 類 が 起こ っ 
た 時 、 み な さん は 混乱 し 「 わ あ 、 何 を し て いい か 分 か ら な い 。 
決断 で き な い 」 と な る か も し れ ま せん が 、 そ の こと を 理解 し た 
上 で 、 そ こ に 突っ 込ん で 、 通 り 抜け る の が ベス ト だ 、 と いう こ 
と を 忘れ な いよ うに し て くだ さい 。 クモ の 巣 が 目 の 前 に 迫っ 
て いる 、 避 けら れ な い 、 と 分 か っ た 時 に は 、 む し ろ こ っ ちか ら 
突っ 込ん で いっ て 、 突き 抜け て くだ さい 。 止ま っ た り 、 止 まろ 
うと し て スピ ー ド を 落と し た り 、 糸 を 払 お うと し て 戦わ な いで く 
だ さい 。 恐れ の 理由 を 分 析 し な いで くだ さい 。 疑い の 解決 策 
を 考え 出 そ う と し な いで くだ さい 。 クモ の 巣 だ か ら で す 。 止ま 
っ て 何 か を すれ ば する ほど 、 絡 まり ます よ 。 不安 を 追い 払う 
た め に 合理 化し た り 、 理屈 を 考え た り 、 瞬 起す る の も 止め て 
くだ さい 。 あな た を 助け 出す カウ ン セ ラー を 探す こと も 無 意 
味 で す 。 ク モ の 巣 だ か ら で す 。 そこ に 留まっ た まま で 繰り 出 
す 全 て の 動き は 、 よ り 自 ら を そこ に 縛り ます 。 単純 で す 。 


も し あな た が 恐れ や 疑い 、 不 信 感 に 直面 し た な ら 、 生 活 が 減 
茶 苦 茶 に な っ て いる よう に 感じ た な ら 、 大 きく 深呼吸 を し て 、 
それ を 通り 抜け て くだ さい 。 突き 抜け て 、 も っ と 前 に 、 も っ と 
深く 、 と に か く 先 へ 先 へ と 進ん で くだ さい 。 人 間 か ら す れ ば 全 
く 意味 を 成 さ な い 理屈 で す が 、 エ ネル ギー 的 な 観点 か ら す る 
と 、 完 全 に 、 完 璧 に 筋 が 通っ つて いま す 。 


人 間 は 、 そ ん な も の に 対し て 、 よ り 深 くも 、 先 に も 、 進 みたい 
と は 思い ませ ん 。 人 間 は 、 闇 夜 に 突然 恐怖 を 抱き 、 特 に これ 
と いっ た 理由 も な く 不 安 に 駆 ら れる こと が あり ます 。 みな さん 
に も 経験 が ある と 思い ます 。 そん な 時 に 人 間 は 「 鳴 呼 、 な ん 
だ か 不安 に な っ て きた ぞ 。 どう し て だ ろう 。 な ん と か し な いと 。 
何 か い い 方 法 は な いか な 。 不安 を 鎮め る 儀式 か ダン ス で も 
し よう か な 」 と 抵抗 し ます 。 


人 間 さ ん 、 あ な た は 既に クモ の 巣 に 盛大 に 絡ま れ て いま す 。 
それ と 戦っ て いる か ら で す 。 面白 いこ と に 、 そ れ で も 人 間 さ 
ん 、 あ な た は こう 考え ます ね 。 「 こ ん な こと に な る は ず が な 
い ! 私 は スピ リ チ ュ アル だ し 、 信 心 深 い 。 聖なる 歌 も 歌っ て 
きた 」 な ど と 抵抗 し ます ね 。 クモの巣 の 中 で 身動き が 取れ な 
く な っ て いま す よ 。 人 分から な いん で すか ? クモ は 前 足 を 上 
げ 下 げ し て いま すね 。 す で に あな た を 捕まえ て いな が ら 、 あ 
な た に は 必死 に 抵抗 すべ き 何 か が ある 、 ほ ら 逃 げ な いと 、 
戦わ な いと 、 そ う 印 象 付 ける た め に 前 足 を 動か し て いま す 。 
恐れ が あな た を 掴ん で いま す 。 不安 が 、 心 配 が 、 あ な た を 
が っ ちり 掴ん で 放し ませ ん 。 マス ター へ 、 悟り へ と 向かう この 
ポイ ント まで 来 て いて も 、 恐れ や 不安 、 心 配 、 疑念 は 存在 し 
ます 。「 私 が 悟っ た ら 子 供 た ち は ど うな る ん だ ろう ? 肉体 は 
本 当 に 大 丈夫 な ん だ ろう か ? 正気 を 失う ん じゃ な いか し 
ら ? 周り の 人 は どう 思う だ ろう か ?」 


これ ら は 全て 、 あ な た の 周り に いる クモ た ち で す 。 心 配 は あ 
な た の 周り に た くさ ん いま す 。 で も 、 そ れ を 相手 に 戦 お うと し 
な いで くだ さい 。 それ ら は 克服 すべ き 対象 で は あり ませ ん 。 

克服 する こと も で きま せん 。 何故 な ら 、 そ れ ら の 恐れ は 、 全 

て あな た が 作っ た か ら で す 。 あな た が 疑い を 作っ て いま す 。 
それ ら は あな た で あり な が ら 、 あ な た 以上 に 、 あ な た の こと 
を 知っ て いま す 。 あな た は クモ の 巣 に 引っ か か り 、 自 ら 状況 
を 悪化 させ て いま す 。 


どう すべ き で し ょ うか ね ? 大 きく 深呼吸 を し て 、 そ こ に 深く 、 
先 へ 先 へ と 突き 進み 、 突 き 抜け る こと を 許す こと で す 。 な ん 
だ か 筋 が 通り ませ ん ね 。 全く ナン セン ス に 思え ます 。「 ど う や 
っ て ? 恐れ に 飛び 込む こと を 許し た ら 、 そ ん な こと を し た ら 
破滅 だ よ 。 精神 が 崩壊 する よ 」 で すか ? そん な こと に は な 
り ま せん ね 。 何故 っ て 、 そ の 方 向 に 進み 続け れ ば 、 ク モ の 巣 
な ん か すぐ に 突き 抜け て し まう か ら で す 。 それ が 何で あれ 、 
日 常に ある 葛藤 で も 、 不安 、 恐 れ 、 心 配 で も 、 何 で あれ 、 そ 
こ に 向かっ て 突っ 込む こと が 、 手 っ 取り 早く て 簡単 で す 。 大 き 
く 深呼吸 を し て 、 夢 の 細 を 大 きく 広げ て 、 羽 ば た き 、 飛 ん で い 
け ば いい の で す 。 突っ 込む 時 、 通 り 抜 ける 時 は 、 ス ピー ド を 
緩め ず 、 抵 抗 も 注意 も せ すず 、 た だ そう すれ ば いい の で す 。 糞 
を 広げ て 、 飛 ぶ だ け で す 。 それ だ け で す 。 


も ちろ ん クモ の 巣 へ 向かっ て いる 間 は 怖い か も し れ ま せん 。 
クモ の 巣 は どん どん 目 の 前 に 迫っ て きま す 。 あな た は 羽 ば 
た き 、 突 っ 込ん で 行き な が ら 叫 び ま す 。 「 お お 、 ク ソ 、 ア ダマ 
ス ! あの 話 が 嘘 だ っ た ら 、 た だ じゃ お か な い ぞ 。 こ っ ち は 


今 まさ に 、 恐れ の 、 疑 念 の 中 心 に 突っ 込 も うと し て る ん だ か 
ら な ! 」 と 。 し か し 次 の 瞬間 ! あな た は 一 瞬 に し て 、 巣 の 向 
こう 側 に 出 て いま す 。 クモの巣 と は そう いう も の で す 。 こ こ で 
言う クモ の 巣 と は 人 間 の 意識 で す 。 あな た の 意識 で す 。 反対 
側 に 飛び 出し た あな た は 、 後 ろ を 振り 返り 、 ク モ の 巣 な ん か 
そもそも 無かっ た の だ と 気付 きま す 。 あな た が 恐れ た せい 
で 存在 し た 全て の 恐れ 、 そ ん な も の は 最初 か ら 無かっ た の 
だ と 気付 きま す 。 つま り 、 そ れ は 単に 、 あ な た が マイ ンド を 使 
っ て 、 エ ネル ギー 場 に こし ら え た も の だ っ た と いう こと で す 。 
あな た が 自分 で 、 全 て を こし ら え た の で す 。 それ を 突き 抜け 
て 反対 側 に 来 て みる と 、 そ こ に は 戦い で は な く 、 こ れ ま で 手 
に 届か な か っ た 、 人 間 と し て の 閣 智 、 甘 い 密 が ある で し ょ う 。 


そこ まで 聞い て 、 みな さん は 、 そ の 欠 智 の 密 を シェ イク スピ 
ア や プラ トン に あげ れ ば いい 、 そ う 思 っ た か も し れ ま せん が 、 
そん な こと を すれ ば 、 彼 ら の 生活 は も っ と 減 茶 苦 茶 に な る で 
し ょ う 。 だ か ら 私 は そう し ませ ん 。 蜜 、 撤 智 と は 、 ク モ の 巣 の 
裏側 か ら 見 た 、 同 じ 世 界 の 話 で す 。 そ こ か ら の 、 も の の 見 え 
方 の 話 で す 。 ク モ の 巣 な ん か な か っ た と いう こと で す 。 


私 が 何 を 言っ て いる か 分 か り ま すか ? 何 か 、 そ れ が 何で 
あれ 、 そ れ と 戦う の を や め て くだ さい と 言っ て いま す 。 ジ ョ 
ン ・ ク デカ の 発言 に ハッ と させ られ た の で 、 そ の ジョ ン に も 、 
健康 の 問題 に 直面 し て いる 他 の 人 た ち に も 伝え て お きた い 
と 思い ます が 、 大 きく 深呼吸 を し て 、 そ の 状況 を 許し て くだ さ 
い 。 決し て 決し て 決し て 、 そ れ を 相手 に 戦わ な いで くだ さい 。 
ガン と 戦わ な いで くだ さい 。 クモ の 巣 に 引っ つか か っ て いま す 
よ 。 突っ 込ん で 通り 抜け て くだ さい 。 翼 を 広げ て 「 ど うな っ た 
っ て 知る も ん か ! どう に で も な れ ! 」 的 な 気概 を 持っ て 、 突 
っ 込ん で くだ さい 。 ガ ン と 戦う 必要 は あり ませ ん 。 ガ ン を 通り 
過ぎ れ ば いい の で す 。 


それ は 許し と 同じ で す 。 た と え 何 が 起こ っ て いて も 、 た と え 人 
間 さ ん が どれ だ け 恐 怖 に 駆 ら れ よ うと も 、 仮に ガン が 転移 す 
る と か 、 死 の 影 が ちら つく と か 、 不 健康 を 上 手 に 創造 し て し 
まう で ある と か 、 た と え 、 た と えた と え 、 ど れ だ け 人 間 さ ん が 
恐れ 、 居 え 、 縮 こま ろう と も 、 マ スタ ー さ ん 、 あ な た が 責任 を 
持っ て 、 と りあ え ず 突っ 込ん で くだ さい 。 突っ 込ん だ ら 通 り 抜 
けら れ ま す 。 通り 抜け た 先 に は 散 智 が あり ます 。 で も それ は 、 
治療 や 回 復 を 目的 と し て 通り 抜け よう と する の と は 違い ます 
よ 。 そ ん な ふう に も 戦わ な いで くだ さい 。 あな た は た だ 、 そ れ 
を 通り 抜け ます 。 あな た の も の で は な いか ら で す 。 放っ て 通 
り 過 ぎれ ば いい の で す 。 そこ に 留まっ た まま で 何 か を する 価 
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値 は 一 切 、 全く あり ませ ん の で 、 優 雅 に スル ー し て くだ さい 。 


あな た が 生活 の 中 で 抱え て いる 問題 が 何で あっ て も 全て そ 
う で す 。 例え ば 幼少 の 頃 の 古い 感情 が 折 に 触れ て 浮か び 上 
が る こと が あっ た と し て 、 そ れ は あな た が 相手 に する か ら 、 
毎度 毎度 、 浮 か び 上 が っ て くる の で す 。 どう に も 解決 で き な 
い 問 題 、 課 題 が あめ る の で あれ ば 、 分 析 し た り そ れ に 対処 す 
る の を 止め て くだ さい 。 調査 、 分 析 、 処 置 、 対 処 、 そ の どれ も 
が クモ に と っ て は 洗 が 出る ほど 美味 し そう に 見 える デザ ー ト 
で す 。 あな た は 、 そ うし て いる 時 点 で 、 既に が っ ちり クモ の 巣 
に 絡ま れ て いる と いう こと で す 。 考 えれ ば 考え る ほど 、 対 処 
すれ ば 対処 する ほど 、 あ な た は あな た を 甘く 甘く 、 美味しく 
美味 し くし て いま す 。 克服 シュ ガー を 身体 に まぶし て 、 ク モ に 
食べ て も ら う の を 待っ て いる の と 同じ で す 。 そう いう こと で す 。 
分 析 も 対処 も し な いで くだ さい 。 そ の こと に つい て 考え る の 
を や め て くだ さい 、。 分 類 し た り 整理 する 必要 も あり ませ ん 。 た 
だ 糞 を 広げ て 舞い 、 滑 空 し 、 そ れ を 通り 抜け て くだ さい 。 そ れ 
だ け で す 。 


そもそも 、 人 間 さ ん 、 あ な た に は も う 、 戦う 相手 は 残っ て いま 
せん ! バト ル す る 相手 は も うい ませ ん 。 人 間 さ ん 、 聞 いて く 
だ さい 。 私 は 今日 、 不 機嫌 で すか ら ね 。 ち ゃ ん と 聞い て いて 
くだ さい よ 。 今 の 地点 に 達し た あな た に は も う 、 戦 う 相手 は 
いま せん よ 。 寂し いで す が 、 目 の 前 に は 誰 も いま せん 。 に も 
か か わら ず 、 あ な た は いっ た い 何 を 相手 に 戦っ て いる ん で 
し ょ うか ね ? 社会 に 墓 延 る 悪 で すか ? 自分 の 弱 さ と 戦っ 
て いる の で すか ? 光 と 闇 の 戦い で すか ? 男性 と 女性 に つ 
いて で すか ? いい 加減 、 神 聖なる 女性 と 、 チ ンコ 野郎 
(dickhead/ 笑 い が 起 きる ) で すか ね 、 こ の 二 極 性 に まつ わる 
議論 の 全て 、 こ う あ る べき だ と いう こだわ りか ら 卒 業 で き な 
いも の で すか ね 。 こ の 絶え 間 の な い 闘争 に つい て 、、、( 拍 
手 が 起 きる ) あり が と う 。 私 は 心底 うん ざり し て いま す ! 私 
が 私 の アス ペク ト た ち 、 シ ェ イ クス ピア や プラ トン や 他 の 不平 
不満 、 愚 痴 ば か り 言っ て いる アス ペク ト た ち に 感じ て いる の 
と 同じ で らい に 、 私 は 心底 心底 、 う ん ざり うん ざり し て いま す 。 
みな さん も そう で す よ ね 。 あれ は 結局 、 た だ の 戦い で す 。 ク 
モ の 巣 で す 。 まだ そこ に 捕まっ て いる 間抜け が そこ ら 中 に た 
く < さん いま すね 。 みな さん 笑っ て いま すね 。 面白 か っ た で す 
か 、 ん ? (アダ マス 、 笑 っ て いる ) 。 そう で すね 。 こ の 手 の 話 
を する な ら 、 リ ハー サル を し て お くべ き で し た ね 。 


えっ と 、 ど こま で 話し また か ね ? と に か く 、 不 機嫌 さ の 勢い 
に 任せ て で も 、 そ ん な も の は 放り 棄て て し まい まし ょ う 。 戦い 


な ん か 要り ませ ん 。 人 間 と マス ター は 戦い ませ ん 。 エ イリ ア 
ン と みな さん は 戦い ませ ん 。 みな さん は ドナ ルド ・ ト ラン プ と 
も 戦い ませ ん (笑い と 拍手 が 起き る ) 。 


ケリ ー: ほ ん と か し ら ! 


アダ マス : う 一 ん 。 みん な 「 お っ 、 う ん 。 そ 、 そ う 、 、 だ ね 。 面白 
か っ た けど 」 み た いな 感じ で すね 。 いずれ に し ろ 、 戦 い は あ 
り ま せん 。 こ の 地点 に 到達 し た みな さん に 、 本 気 に な っ て 取 
り 組 め る よう な クエ スト の ネタ は 残っ て いな い は ず で す 。 そ し 
て それ は 良い こと で す 。 た だ し 、 み な さん は 戦う こと に 慣れ 
て いま す 。 みな さん は 自分 を 弱い と 感じ た な ら 、 自ら 強く あろ 
うと し て きま し た 。 みな さん は バト ル す る の が 当たり 前 に さえ 
な っ て いま す 。 戦う こと で 、 自己 の アイ デン ティ ティ を 強化 す 
る こと が 出来 た か ら で す 。 ケリ ー、 君 は 戦う こと が 当たり 前 に 
な っ て る ん だ (アダ マス 、 笑 う ) 。 ケリ ー、 バ トル を 通し て 、 、 、 


ケリ ー: ま さか ! 

アダ マス : アイデンティティ を 強化 で きる と 思う か ら ね 。 マイ ク 
は 渡さ な く て いい よ ( 笑 い が 起き る ) 。 基本 、 私 が 一 方 的 に 話 
すか ら 。 

ケリ ー: 私 は 剣 を 置い た わ 。 間違っ て る わ ! 

アダ マス : そ りや どう も 。 

ケリ ー : 戦 い は 終わ っ た の 。 

アダ マス : そ うか いそ うか い 。 あり が と う 。 それ は 素晴らし い 
ね 。 

ケリ ー : 人 生 が 変わ っ た わ 。 

アダ マス : 素 晴らし いね 。 

ケリ ー : 真剣 に 、 真 面目 に 、 そ うな の よ 。 

アダ マス : い いね 。 素晴らし い 。 だ と 思う よ 。 

ケリ ー : あら 、 あ な た と ジェ ロー の 中 で 取っ 組み 合い し て る よ 
うな も の ね (笑い が 起き る )。 

アダ マス : も う 少 し 面白 く で き な い な か ? 装う と いう か 、 不 機 
嫌 な 日 を 演じ て 楽し まな いか い 。 と ころ で 君 は 私 と ジェ ロー 
の 中 で 取っ 組み 合い し た い だ っ て ? 

ケリ ー : そ う よ ! 

アダ マス : そ れ っ て まる で 、 、 、 (さら に 笑い ) 

ケリ ー: い つ だ っ で ぞう よ 。 

アダ マス : オ ー ケ ー。 そろ そろ ポイ ント に 戻ら な いと 、 、 、 良い 
気 逸 らし を あり が と う 。 で も 、 良く な る 一 方 だ っ た 私 の 気分 が 
また 下がっ て し まい まし た 。 マス ター 率 が また 24% に 戻っ て 
いま す ( 笑 い が 起き る ) 。 で も まだ まだ ロス を 取り 戻せ る 状況 
で すね 。 
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と に か く 、 ガ ン と も 貧困 と も 何と も 戦う 必要 は あり ませ ん 。 そ 
の こと を 理解 し て くだ さい 、 人 間 さ ん 。 戦 う ひ を や め て くだ さ 
い 。 


た めし に 、 み な さん が 私 の 立場 に いる と 思っ て くだ さい 。 マ 
スタ ー で す 。 悟っ た あな た で す 。 そん な あな た の 前 に も し 、 
苦境 に 陥っ て 、 惨 め に 苦し ん で いて 「 畜 生 ! 苦し いこ と ば 
か り だ よ 」 そ う 嘆 いて いる 人 間 が いた と し た ら 、 何 を 伝え て あ 
げ ま すか ? う 一 ん 、 と りあ え ず 、 シ ャ ラッ プ ! と 言う で し ょ 
うか ね 。 そ れ っ て 「 も うそ ん な こと 忘れ な よ 。 翼 を 広げ て 、 そ 
の 恐怖 に 入っ て いき な よ 。 暗い 幼少 時 代 に 入っ て いっ て 突き 
抜け ちゃえ 」 と いう 意味 で 言っ て る ん だ と 思い ます 。 そし て こ 
の みな さん が 言い そう な それ っ て 、 自分 で 言っ て いな が ら 、 
な ん だ か 間違っ て いる よう に 聞こ えま せん か ? ほん と に そ 
うか な ? っ て 。 確 か に 、 ど こ か 間違っ て いる よう に 聞こ えま 
す よ ね 。 何故 そん な ふう に 感じ 65 の か と いう と それ は 、 み な 
さん が 今 の 今 ま で 、 や り 方 を 間違え て いた か ら に 他 な り ま せ 
ん 。 みな さん が ずっ と 、 こ の 惑星 へ 来 て 40 年 と か 50 年 、 ず っ 
と その 手 の こ と に 対し て 、 戦 い を 挑ん で きた か ら で す 。 常に 
何かと バト ル し て いま し た 。「 成 長 を 見 て よ ! 進歩 し た よ ! 
や っ と ここ まで た どり 着い た 。 や っ た ぞ ! 」 と 、 毎 度 そん な 感 
じ で す よ ね 。 で も 、 い っ た い 、 最初 どこ に いて 、 そこ か ら ど こ 
に た どり 着い た の で し ょ う ね ? どこ に も た どり 着い て いま せ 
ん ね 。 戦い に 明け 暮れ て いた の で は 、 大 し た 距離 は 進め て 
いな いと 思い ます よ 。 何故 な ら 、 それ っ て 、 みな さん は 巨大 
な 巨大 な クモ の 巣 に 引っ か か っ て いた と いう こと だ か ら で 

す 。 


クモ は みな さん を 弄 ん で いま す 。 これから も そう する で し ょ う 。 
みな さん に 、 ど こ か へ た どり 着い た 、 そ うと 思わ せ て お いて 、 
弄 び ます 。 ク モ は 待ち ます 。 ク モ と は 待っ て 待っ て 待つ 生き 
物 で す 。 そ うし て いれ ば 、 ハ エ や 何 か が 勝手 に 罠 に か か る 
と 知っ て いま す 。 あな た が 現れ る 現れ な い 、 ど うす る か に 関 
係 な く 、 ク モ は 「 そ れ は 来る 。 全て は 自分 の と ころ に や っ て 来 
る 」 そ う 思 っ て 今 も じっと 待っ て いま す 。 


深呼吸 を し て くだ さい 。 感情 的 な 古傷 、 パ ー ト ナー や 両親 等 
か ら 受 けた 傷 が 浮か ん で きた な ら 、 深 呼吸 を し て 、 自分 自身 
を 見 て くだ さい 、。 自分 を 観察 し て くだ さい 。 浮か ん で きた こと 
に 気付 いた みな さん は 、 お そら <「 わ わ わ わ 、 わ わ 、 嫌 な 語 
憶 だ 。 あ あ 、 な ん で あん な 酷い こと を し た ん だ ろう 。 あの 時 、 
あん な こと を 思わ な けれ ば 、 、 、」 と な る は ず で す 。 そう な っ 
た ら 、 シ ャ ラッ プ ! し て くだ さい 。 翼 を 広げ て 、 た だ た だ 通り 


抜け て くだ さい 。 そこ に 突っ 込ん で 行っ て 抜け た 先 に は 莉 知 
が あり ます 。 蜜 が あり ます 。 そう し て くだ さい 。 


Strap On, Go Through( 翼 を 装着 し て 、 通り 抜け る ) 


さて 、 覚 えて お いて ほし い 1 つ 目 の ポ イン ト で す 。「 翼 を 装着 
し て 、 通 り 抜け る 」 で す 。 言葉 の 選択 、 響き に セン ス が な くっ 

て 、 酷 いで すね (笑い が 起き る ) 。 で も 、 そう 言う し か な いで 
すか ね 。 今日 の 私 は 気分 が 乗っ て いま せん の で 、 言 葉 を 詩 
的 に 美しく する よう な 余裕 は あり ませ ん 。 と に か く 糞 を 着け て 、 
飛ん で 、 突 き 抜け て し まえ ば いい と 言っ て いま す 。 病気 を 通 
り 抜け て くだ さい 。 低い 自尊 心 を 突き 抜け て くだ さい 。 シェ イ 
クス ピア と 彼 の 泣き 言 の 相 手 を する だ け で 、 私 が どれ だ け 
疲 幣 する こと か 分 か っ て いた だ けれ ば あり が た いで す 。「 は 
あ 、、、 私 は 物書き 失格 だ 、、 、 は あ 、 、 、」 と 、 こ ん な 感じ で す 
か ら ね 。 みな さん は 、 そ ん な も の さっ さと 通り 抜け て くだ さい 。 
いい で すね ? 人 間 の 自虐 的 な 惨め さと 遊ん で いる 時 間 な 
ん か 、 私 た ち に は あり ませ ん よ 。 も し あな た が 惨め だ と し て 、 
惨め な の は 社会 の せい で は あり ませ ん 。 世界 を 操る 人 物 が 
いて 、 そ の 人 が あな た を 攻撃 し て いる か ら で も あり ませ ん 。 
そん な 人 物 は そもそも いま せん 。 エイ リア ン が どの 程度 地球 
に いる の か な ん て どう で も いい で す 。 少な く と も 、 あ な た の 
惨め さ に 対し て 、 彼 ら に は 全く 全く 何 の 責 任 も あり ませ ん 。 全 
て あな た が 自分 で 作っ て いる ん で す よ 、 人間 さ ん 。 そ うし て 
屈折 し た 喜び を 得る よう な 、 本 当 に お か し な こと を し て る ん で 
す よ 。 気付 いて くだ さい 。 も うそ ん な の や め に し まし ょ う 。 い 
いで すね 。 は い 。 そう し て くれ ます ね 。 いい で すね 。 素晴らし 
いで す 。 


大 きく 、 ゆ っ くり と 、 深呼吸 を し て くだ さい 。 


A Big Fat Story( 大 が か りな スト ー リ ー) 


続い て 2 つ 目 の ポイ ント で す 。 結局 の と ころ 、 全 て は スト ー リ 
ー で す 。 ド 派手 で 賑やか で 、 本 当 に 大 が か りな スト ー リ ー で 
す 。 大 が か り で は あり ます が 、 ス トー リー で し か な いこ と に 
変わ り は あり ませ ん 。 あな た の 人 生 、 人 の 営み 、 そ れ は た 
だ の スト ー リ ー で す 。 その 中 に は 、 学ぶ べき こと な ど あ り ま 
せん 。 苦労 、 困難 は レッ スン で も 何で も あり ませ ん 。 あな た 
が 信じ よう と 信じ まい と 、 ど こ に も レッ スン な ん か あり ませ ん 
よ 。 も し か し た ら あ な た は この 生涯 を 、 他 の 生涯 で も いい で 
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す が 、 こ の 生涯 を 、 学 び の 上 で 特に 、 特 別 で 大 切な も の だ 、 
そう 信じ た いか も し れ ま せん が 、 ク ソ で すね ! こん な も の 、 
た だ の スト ー リ ー で す 。 物語 で す 。 それ だ け で す 。 た だ ド 派 
手 で 賑やか で 、 壮 大 な だ け の こと な の で す 。 


それ が 人 間 に と っ て 、 あ まり 気分 の 良い 話題 で は な いこ と は 
分 か っ て いま す 。 スピ リ チ ュ アリ ティ に せよ 、 何 に せよ 、 人間 
は 、 そ れ ら が 深刻 に 取り 組む べき も の で あっ て ほし いと 望み 
ます 。 だ か ら 人 に よっ て は 、 私 の し て いる こと に ショ ッ ク を 受 
け ま す 。 信じ る か 信じ な いか は お 任せ し ます が 、 本 当 に ショ 
ッ ク を 受け る 人 が 出 て くる は ず で す 。 私 た ち は 、 そ れ ら を 全く 
も っ て 、 深 刻 に 扱う こと は し な いか ら で す 。 私 た ち は 軽 い ノ リ 
で や っ て いき ます 。 遊ん で いる よう な も の で す 。 楽し けれ ば 
いい の で す 。 そん な ふう に や っ て いき ます 。 


私 た ち は 気 晴らし を 行い ます 。 そう し て 糞 を 育 に 、 全 て を 通り 
抜け て いき ます 。 そう や っ て 全て を や っ て いき ます 。 


言っ て みて 思い まし た が 、 酷い 響き で すね ! コピ ー ラ イタ 
ー で も 雇っ た 方 が いい で すね (笑い が 起き る ) 


リン ダ : と ころ で 、 1 つ 目 の ポイ ント っ て 何だ っ た の か し ら ? 
(さら に 笑い が 起こ る 。 アダ マス も 笑う ) 


アダ マス : 私 の 機嫌 も 再び 回 復 し つつ あり ます ね 。 マス ター 
率 が 37% ま で 上 が っ て きま し た 。 前 進 し て いま す 。 


と に か く 、 人 間 の 生涯 な ん て 、 た だ の スト ー リ ー で し か あり ま 
せん 。 シェ イク スピ ア 、 プ ラ ト ン 、 マ ー ク ・ ト ウェ イン と し て の 私 
の 生涯 は 、 ス トー リー 以上 の 何 も の で も あり ませ ん 。 その ス 

トー リー の 中 に 学ぶ べき こと な ど あ り ま せん し 、 カ リキ ュ ラ ム 
も ノル マ も あり ませ ん 。 それ こそ が 真 の 自由 な の だ と 思い ま 

す よ 。 それ 聞い て 、 ほ っ と し ませ ん か ね 。 


みな さん は 何 か を 学び に ここ に きた の で は あり ませ ん 。 何 
か を 学び に 来 た か の よう に 装っ て は いま し た 。 カ ル マ が ある 
か の よう に 振る 舞っ て は いま し た 。 過去 生 を 積み 重ね た 連 


続 性 の 末 に 今 が ある か の よう に 生き て は いま し た 。 と ころ で 、 


過去 生 た ち に つい て で す が 、 やれやれ で す 。 勘弁 し て ほし 
いで す 。 彼ら は 互い に 言い 争い ば か り し て いま す ! 今 も ト 
ウェ イン と プラ トン が 何やら 口論 を し て いま す 。 ち ょ っ と 聞い 
て いる 限り で は 、 ト ウェ イン の 方 が 優勢 で すね 。 プラトン の 言 
つて いる こと は 退屈 で すね 。 言っ て る こと が 、 つ ま ら な いで 


す 。 彼 の 書い た も の を 読め ば 分 か る と 思い ます が 、 あ く び が 
出 ま すね 。 まあ 実 際 、 彼 は 非常 に 真面目 で し た 。 酔っ ぱら っ 
た こと も あり ませ ん 。 私 は みな さん が 酔っ ぱら っ て 初め て 、 
みな さん を 天使 だ と 認め られ ます (笑い が 起き る ) 。 私 が 言 
いた い の は 、 そ う で も し な いと 、 み な さん は 何 に 対し て で も 
真面目 過ぎ だ と いう こと で す 。 本 当 に みな さん 、 真 面目 過ぎ 
で ds 


と に か く 全 て は スト ー リ ー で す 。 感嘆 すべ き 物 語 で す 。 それ 
は 感情 の 物語 で あり 、 激 し く 、 内 容 豊か な スト ー リ ー で す 。 な 
ん だ か ん だ 言っ て 、 と に か く 大 が か りな スト ー リ ー で す 。 


大 が か りな スト ー リ ー と 言う と 、 被害 者 な り 巻き 込ま れ 型 な り 
の 主人 公 が いて 、 そ の 人 生 は タフ で ハー ド で 、 何 か を 得る た 
め に 懸命 に 何 か を し て 、 七 転 八 倒 、 様 々 な ドラ マ の 末 、 つ い 
に は それ を や り 遂 げた り 遂 げ ら れ な か っ た り 、 そ うい う も の 
を 思い 描く か も し れ ま せん が 、 そ の 方 向 性 で の 大 が か りさ 、 
と いう わけ で は あり ませ ん 。 マス ター と し て 私 は た くさ ん スト 
ー リ ー を 観 て いま す 。 た と えば プラ トン の スト ー リ ー で す が 、 
彼 は ある 病気 を 患い ます 。 こ れ は ファ ミリ ー 向 け の ショ ー な 
の で 、 詳細 は 省き た いと 思い ます が 、 ま あ 、 あ る 種 の 病気 を 
患い ます (笑い が 起き る ) 。 いや 、 み な さん が 思っ て いる も の 
で は あり ませ ん 。 た だ 、 水虫 に つい て の 詳細 な 描写 な ん て 、 
た だ 気持 ち 悪 い だ け な の で 、 誰 も 望ま な いと 思っ た だ け で す 。 
彼 は いつ も 「 な ん て 可哀そう な 私 だ ろう か 」 と 言っ て いま す 。 
「 こ ん な こと に な っ て し まっ て 」 と 。 彼 は 水虫 の こと を 宇宙 が 
彼 に 与え た レッ スン だ と 思っ て いま す 。 私 は いつ も 「 ヘ イ 、 プ 
ラッ ト 。 そり ゃ 違う 。 違う よ ! 」 と 叫ん で いま す 。 「 そ りゃ た だ の 
水虫 だ よ 。 石鹸 か 何 か で 足 を 洗っ て 清潔 に する ん だ 。 そ うす 
れ ば 奇跡 が 起き る よ ! 」 と (さら に 笑い ) し か し 彼 は 哲学 者 で 
す 。 彼 は 水虫 の 有無 と いう 二 元 性 か ら 、 普遍 的 で 宇宙 的 な 
意味 で の 善悪 を 解明 し よう と 真剣 に 哲学 的 な 考察 を し て いま 
す ( 爆 笑 ) 。 私 は 「 け だ か ら そ れ は た だ の 水虫 だ っ て 」 と 眺め て 
いま す ( リ ンダ が 彼 の マグ カッ プ を 取り 、 臭 い を 嘆い で 、 中 に 
変 な も の が 入っ て いな いか 確認 する 。 また 爆笑 が 起こ る ) 。 
それ も また 、 大 が か りな 、 ス トー リー で す 。 


人 間 の 生涯 は 、 そ の 生涯 に 囚われ た 生涯 で す 。 自分 で 自分 
に 囚われ て いま す 。 本 当 に そう で す 。 人 々 は 人 生 を 深刻 に 
受け 止め て いま す 。 酷く 真面目 に 固く 固く 捉え て いま す 。 ここ 
で 少し 考え て みて くだ さい 。 マス ター に な っ て 考え て みて くだ 
さい 。 あな た は 公園 の ベン チ に 座っ て いて 、 そ うし て 自分 の 
スト ー リ ー を 眺め て いま す 。 人 間 の 物語 を 見 て くだ さい 。 そこ 
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か ら 見 える の は 、 戦 い の 物語 で すか ? ある い は 、 常 に 上 

に は 上 が いる 負け 犬 の お 話 で すか ? 自分 を 理解 し て も ら 
えな い 人 の スト ー リ ー で すか ? いずれ に せよ 、 そ の どれ も 
が た だ の スト ー リ ー で す 。 いい で すか ? 


人 間 さ ん 、 少 し 立ち 止ま っ て 、 こ れ は 単なる スト ー リ ー で ある 
こと を 理解 し て くだ さい 。 そ し て スト ー リ ー と し て の 終わ り 、 そ 
ん な も の は どこ に も 無い こと も 分 か っ て くだ さい 。 そこ に は 勝 
者 も 敗者 も 存在 し ませ ん 。 こ れ は 、 た だ た だ 大 が か りな だ け 、 
いろ いろ と 細部 まで 精巧 に 作り 込ま れ て いる だ け の 、 ス トー 
リー で す 。 マス ター は それ を 人 間 に 伝 達し ます 。 人 間 に こ う 
知ら せ て や り ま す 。「 こ ん な も の は どう で も いい ん だ よ ! 競 
争 な ん か な いん だ よ 。 ゴ ー ル も 頑張 る 価値 も 無い ん だ よ 」 


マス ター は 腰 を 下ろ し た まま 深呼吸 を し て 、 リ ラッ クス を し て 
コー ヒー で も 飲み な が ら 、 過去 生 や 未 来生 の 数 々 を 、「 未 来 
生 の 数 々 」 を で す よ 、 を 眺め つつ 「 ふ うん 。 結構 大 が か り に し 
た も ん だ な 」 と 、 そ れ ら を 鼻 で 笑う で し ょ う 。 も う 少し 人 間 化 し 
た 言い 方 を する な ら 「 さ て と 、 今日 は どれ を 観 て や ろう か な 。 
5.1ch サラ ウン ド で 楽し む 価値 が ある の は どれ か な ? ま 、 ど 
れ で も いい や 」 と いう 3 程度 の レベ ル 感 で す 。 も ちろ ん 、 愛 と 共 
感 を 持っ て 、 し か し 介入 は し な いよ うに 鑑賞 し ます よ 。 ス トー 
リー を 変え て し まわ な いよ うに 気 を 付け つつ 「 違 う 違 う ! そ 
うだ 、 そ う ! 大 が か りな だ け で 、 所 診 は スト ー リ ー だ ! や 
っ ちまえ ! 」 と 伝え た いこ と は 声 に 出し ます 。 


その 声 を 感じ 始め た 人 間 は 、 自分 が 何 か よ り 大 き な 存 在 か 
ら 見 られ て いる こと を 認識 する よう に な っ て いき ます 。 分 か り 
ます か ね 。 神 や 神々 、 デ マ ゴ ー グ や 女神 な ど そ うい う 存 在 を 
意識 し ます 。 ち ょ っ と し た ゲー ム の 始ま り で す 。 そう いっ た 存 
在 に 常に 見 られ て いる こと を 意識 し た 人 間 は 、 た と えば 神 に 
対し て 、 演技 を する よう に な っ て いき ます 。「 神 様 、 見 て くだ さ 
い 。 私 は 被害 者 で す 。 私 に は 生ま れつ き の ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ 
が あり ます 。 分 か っ て くだ さい 。 頭 が 良く な いん で す 。 聞い て 
くだ さい 。 私 は スピ リ チ ュ アル な 道 に いま す 」 と 。 劇場 に いる 
の と 同じ で す 。 頭 の どこ か で 、 自分 が 演じ て いる こと が 分 か 
り ま す 。 


し か し 人 間 も や が て は マス ター の 声 を 聞く で し ょ う 。 こう 言っ 
て いる の が 聞こ えま す 。「 ヘ イ ! 君 の 人 生 な ん て 舞台 仕掛 
けが 大 が か りな だ け の 、 取 る に 足ら な い 作 文 さ 。 駄文 だ よ 

(笑い が 起き る ) 。 どう で も いい よ 。 放り 出し ちゃ え ! そう で 
も し な いと 話 が あま り に も ダル いも ん で 、 観 続け る 気 に も な 


れ な いよ 。 な ん だ いこ れ は 、 ま た 同じ 話 か い ? これ じゃ 前 
の 生涯 と その 前 の 生涯 と 区 別 が つか な い 。 と て も 観 て られ 
な いな 。 クソ 映画 だ よ た 」 と か 「 プ ラ ト ン 、 本当 に クソ どう で も い 
いよ 。 君 は 有名 人 か も し れ な いけ ど 、 本 当 に クソ どう で も い 
いん だ よ 。 君 の 生き 方 と きた ら 、 、 、 」 プ ラ ト ン の 生き 方 を 観 て 
いる と 、 本当に PBS( ア メリ カ の 公共 放送 ) を 観 て いる よう な 
気分 に な り ま す ( 笑 い が 起き る ) 。 こ ん な の 観る 人 が いる 

の ? と いう 感じ で す 。「 も う 限 界 だ 。 チ ャ ン ネ ル を 変え る よ 。 こ 
ん な の 観 て る ぐらい なら 」 カ ウル ダー か ら 提 案 で すね 。「 女 
子 向け の 恋愛 も の か ロマ ン テ ィ ッ クコ メデ ィ を 観る よ 」 そ う 言 
っ つて いま す 。 「 と に か くも っ と 面白 いも の を 観る よ 。 だ っ て これ 
は た だ の スト ー リ ー だ か ら ね 。 面白 く な いな ら 、 無 価値 だ よ 」 
と 、 そ う 言 う 声 が 聞こ えて きま す 。 


マス ター の みな さん 、 深 呼吸 を し て くだ さい 。 マス ター 率 が つ 
い に 47% に まで 達し まし た 。 あと ほん の 少し で すね 。 メ ラブ を 
や れ ば 十分 に 届く < レベル で すね 。 


さあ マス ター の みな さん 、 深 呼吸 を し まし ょ う 。 


あな た と いう テレ ビ の チャ ン ネ ル を 変え て くだ さい 。 特に 洒落 
て 言っ た わけ で は な いで す が 、 こ の 生涯 、 今 の 人 生 の チャ 
ン ネ ル を 変え て くだ さい 。 あな た が 生き て いる スト ー リ ー は 、 
ウェ スタ ン で すか ?「 白 と 黒 の カウ ボー イハ ッ ト の 男 が 決闘 
し て いる 。 一 陣 の 風 が 荒野 を 抜け る 。 次 の 瞬間 、 二 人 は 目 に 
も 止ま ら ぬ 速 さ で 銃 を 抜く 。 バ ン 、 バ ン 」 的 な シナ リオ で す 

か ? 


そう いう 荒野 的 な ウェ スタ ン の 話 で すか ? ある い は エイ リ 

アン の 出 て くる よう な SF で すか ? みな さん の 多く に と っ て 
今 の チャ ン ネ ル は 、 確 か に そう か も し れ ま せん (アダ マス 、 

笑う ) 。 マイ ンド の する 一種 の 活劇 で すか ね 。「 う 一 わあ あ ! 
な ん だ これ は ? 平行 宇宙 か ら エ イリ アン が や っ て き て 、 ぬ 
る ぬる べ ち ょ べ ち ょ の 宇宙 人 と 人 間 と の 戦争 だ 一 ! 」 的 な 、 

宇宙 規模 の SF で すか ? 


ある い は な ん と 呼べ ば いい の か 分 か り ま せん が 、 何 か 痛烈 
に 胸 を 締め 付け られ る よう な 話 で すか ね 。「 汚 い 世界 の 中 で 
生き て いる 、 い い 人 た ち 。 いい 人 た ち が 、 オ オ ! 彼ら は そ 
ん な 世界 を 変え た いと 願っ て いて 、 最 後に は 真実 の 愛 か 何 
か そん な も の 、 そ ん な も の を 見 つけ 出す 。 登場 人 物 は みん 
な 目 に 涙 を 浮か べ 、 ナ イス な 音楽 が 流れ 始め る 」 み た いな 。 
それ が 、 あ な た が 今 出 て いる 物語 で すか ? も し そう だ と し 
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て 、 あ る い は それ が どん な も の で あっ た と し て も 、 大 が か り 
で は あり ます が 、 結 局 は た だ の スト ー リ ー で す 。 


た だ 、 み な さん の スト ー リ ー を 観 て いる と 、 報 道 番組 の よう な 
こと を や っ て いる 人 が 少な か ら ず いる よう で すね 。 長い デス 
ク に ずら り と 並ん で 腰かけ て 、 何 時 間 も 何時 間 も 何 か に つい 
て 、 何 を どう すべ きか に つい て 、 真 剣 に 話し た り 説明 し た り 、 
互い に 議論 し た り し て いま す 。 そう し て 得 ら れる も の は 何 も 
無い に も 関わ ら ず で す ! 出演 者 は 喋っ て 喋っ て 「 ベ ラベ ラ 
ベラ 、 、 、 ベラ ベラ 、 い や 、 そ うこ と で は な いで すね 。 こう いう 
こと だ と 思い ます が すね 。 私 が 言っ て いる の が 正しい で す よ 」 
と 、 互 い の こ と が 嫌い に な る まで や っ て いま す 。 そ れ が あな 
た の 人 生 の 物語 な の で すか ? 大 き な デ スク に 麻 首 を 揃え 
て 、 結 局 ど こ に も た どり 着 か な い 無 駄 話 を 繰り 返す 。 そ れ が 
あな た と いう 人 生 の スト ー リ ー な の で すか る? 


そう か と 思う と 、 いわゆる アニ メ を や っ て いる 人 も いる よう で 
す ( 笑 い が 起 きる ) 。 そう で す 。 アニ メ で す 。 あれ は 面白 いと 
言え ば 面白 いで すね 。 軽い で す 。 誰 も 本 当 の 意味 で は 傷 つ 
きま せん 。 登場 人 物 が 人 間 で は な いか ら で す 。 アニ メ で す 。 
で も アニ メ っ て 結構 すご いと 思い ませ ん か ? 漫画 で も いい 
で す が 、 悪 役 が や っ て き て 、 あ な た の 頭 を ガッ チ ヤ ー ン と し 
て 脳みそ ご と スイ カ み た い に 破 裂 さ せる 。 で も 後 の シ ー ン で 
は 、 あ な た は 何事 も な か っ た よう に 、 ピ ン ピ ン と し て いる こと 
が あり ます ね 。 つま り そ れ っ て 、 あ な た は 人 間 で は な い 、 と 
いう こと で す よ ね 。 その 場合 、 あ な た は 漫画 の 中 に いま すね 。 
あな た と いう 人 生 の 物語 は 、 そ うい う 感 じ の も の で すか ? 


いろ いろ と 喋り まし た が 、 端的 に 言い 換え ます 。 あな た は あ 
な た の スト ー リ ー を 楽し ん で いま すか ? で す 。 結 果 を 心配 
する こと な く 「 こ れ は 壮大 な 漫画 さ 。 私 は 漫画 の 中 に 生き て 

る ん だ 。 私 が 脚本 し て 、 画 を 作っ て る 漫画 だ ね 。 え ? 先 が 
どう な ろう か 知っ た こっ ちゃ な いよ 。 だ っ て 漫画 だ も の 」 そ ん 
な 気概 で 楽し ん で みて は いか が で すか ? 大 きく 深呼吸 を し 
て 、 漫 画 の 主人 公 で ある あ た な 自身 を マス ター と し て 悟り に 、 
認識 に 至ら せる こと に すれ ば どう で すか ? そう し な い 理 由 
が ある の で すか る? 


ある い は や っ ぱり 、 ロ マン ティ ッ ク な メロ ドラ マ の 方 が 好き な 
ん で すか ね ? 分 か り ま すか ね 。 そう いう の っ て だ いた い 、 

薄暗い シー ン が 多く 、 バ イオ リン の 音楽 が 挿入 され て いて 、 
人 生 に お ける 叙事詩 的 な 出来 事 が 描か れ て いま す 。 そ し て 
2 人 の 人 間 が 恋 に 落ち る か どう か し ます 。 た だ 、2 人 の 関係 


は 突然 に 切り 裂 か れ ま す 。 彼ら の 別 の アス ペク ト が や っ て 
いる SF から 来 た 宇宙 人 に よっ て 邪魔 を され ます 。 ド ラマ で す 
ね 。 まさ に ドラ マ で す 。 感情 に 訴え る ドラ マ で す 。 そし て そう 
いう 感情 的 な ドラ マ で は 、 家 族 の 誰か が 重要 な 役回り を 演じ 
ます 。 父 か 母 か 子供 か 他 の 誰か で す 。 職場 の シー ン へ 移っ 
て さえ 、 登 場 人 物 は その こと ば か り 考 えて いま す 。 四 六 時 中 、 
泣い た り 喚 い た り 、 時 に 絶望 し た り し て いま す 。 お 願い で す 
か ら 、 そ ん な チャ ン ネ ル 、 す ぐに 変え て くだ さい ! そん な ス 
トー リー を 演じ て いて は 、 漫 画 の よう な 良い エン ディ ング を 迎 
える こと は 不可 能 で す 。 漫画 で あれ ば 良い エン ディ ング は 可 
能 で す 。 漫画 っ て いつ も そう じゃ な いで すか ? 何 か に つけ 
登場 人 物 に 、 す ご < 都合 が 良い で す よ ね 。 で も それ と は 違っ 
て 、 ロ マン ティ ッ ク で 叙事詩 的 な ドラ マ の 中 で は 「 鳴 呼 ! 」 と 
思え る こと ば か り 起 こっ て いま す 。 それ は それ で 観 て いて 気 
分 の 良い こと も ある で し ょ う が (「 昼 ドラ だ ね 」 と 声 が 上 が る ) 、 
そう 、 そ の 昼 ド ラ 的 な も の っ て 、 結 局 、 ど こま で 行っ て も 、 い 
わ ゆ る 「 日 常 的 な 」 話 で す よ ね 。 そん な こと を 何 年 続け て い 
る ん で すか ?(「 も う 50 年 」 と 誰か が 返す )50 年 で すか 。 年 齢 
と 同じ 期間 っ て こと で すか ね 。 そん な 昼 ド ラ 的 な 人 生 が 、 何 
か の 役に立ち まし た か ? そこ か ら 何 か を 得 まし た か ? 得 
た も の が ある と する な ら 更 な る 昼 ド ラ 的 な 出来 事 じ と ゃ な いで 
すか ね 。 ま あ も ちろ ん 、 大 が か り で は ある で し ょ う が 。 


それ と 比較 する と 、 コ メデ ィ は 良い で すね 。 コメ ディ で す 。 中 

に は ゴミ の よう な も の も た くさ ん た くさ ん あり ます が 、 ゴ ミ で も 
コメ ディ は コメ ディ で す 。 と りあ え ず あま り 考 えな くっ て いい で 
す よ ね 。 それ に 良い も の も 多い で す 。 良く で きた コメ ディ は 、 
話 と し て も 本 当 に 良い 話 で すし 、 笑 えま す 。 みな さん の スト 
ー リ ー を 観 て いて 気分 が 落ち た 時 な ど に は 、 私 は コメ ディ を 
観 て 笑う よう に し て いま す 。 コ メデ ィ の 人 々 は 、 人生 に お ける 
苦労 や 困難 を 、 馬鹿 に し て 遊ん で いま す 。 いい で すか 、 人 類 
は コメ ディ の 天才 で す 。 人 間 に は コメ ディ の 才 が あり ます 。 
私 が 普段 いる 領域 に は 、 私 を 省 い て で す が 、 そ こ に いる 存 
在 た ち に は 、 全 く < 笑い の セン ス が あり ませ ん (笑い が 起き る ) 。 
面白 く な い の で す 。 楽し く な いで す 。 人 類 に は その 才能 が あ 
り 、 自分 を 笑い 飛ば すこ と さえ 可能 で す 。 


そし て その こと は 私 が 言い た か っ た こと に 繋が り ま す 。 人 生 
と は その 舞台 仕掛 け こ そ 大 が か り で は あり ます が 、 所 座 は 
た だ の スト ー リ ー だ と いう こと で す 。 それ だ け で す 。 頑張 っ て 、 
それ で ポイ ント が 貯まる わけ で は あり ませ ん 。 貯め た ポイ ン 
ト 数 に 応じ て 行け る 天国 の 種類 が 変わ る こと も あり ませ ん 。 
その 結果 で 、 ア セン デッド マス ター ズクラブ で 窓際 が リザ ー 
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ブ さ れる わけ で も あり ませ ん 。 人 生 と は 、 た だ の 壮大 な 物語 
で す 。 そし て その 中 に いる 人 間 で す が 、 時 に その 映画 の 中 
で 示唆 され る の と は 反対 で 、 人 間 が 悟り に 至る こと は あり ま 
せん 。 し か し それ が 起こ る こと を 許す こと は 可能 で す 。 人 間 
は 漫画 を 描け ます 。 真 に 生き ます 。 「 よ お し 、 翼 を つけ て 、 思 
い 切 っ て クモ の 巣 に 突っ 込ん だ ら 、 ど ん な 面白 いこ と が 、 何 
が 起こ る ん だ ろう か ? 」 で す 。 そし て 実際 に 突き 抜け て みて 、 
その 向こう 側 で 、 美 し い 押 智 を 、 妖 精 の いる 敗 い 世界 を 目 の 
当たり に し ます 。 感動 的 な 曲 が 始ま り 、 エ ンド ロー ル が 流れ 
出し ます 。「 制 作 著 作 、 監 督 、 脚 本 、 技 術 、 出演: あな た 」 と 流 
れ ま す 。 あ な た で す 。 全て が そう で す 。 


人 間 は その 人 生 を 真面目 に 捉え 過ぎ て いま す 。 本 当 に そう 
で す 。 人間 は それ を 、 そ うい う 意 味 で 本 物 だ と 信じ て いま す 。 
人 間 は そん な 単なる 四方 山 話 を 、 大 きい だ け の スト ー リ ー を 、 
そう いう 意味 で 、 真 面目 に 本 物 だ と 信じ て いま す 。 そ の こと 
は 、 あ る 地点 、 あ る 時 期 ま で は 良い こと だ っ た か も し れ ま せ 
ん が 、 結 局 の と ころ 、 人 生 を 深刻 に 真面目 に 捉え 過ぎ て 、 そ 
の 中 に は まり 込ん で し まい まし た 。 私 が 時 に 、 あ る 種 の スピ 
リ チ ュ アル な グル ー プ を 抑 撤 し て きた の は 、 そ れ が た めで 

す 。 彼ら は 退屈 で すし 、 今 まさ に 押 撤 し て いる 形 で 、 は まり 
込ん だ 人 々 で す 。 彼ら は 人 生 を 、 物事 を 本 当 に 真面目 に 捉 
えて いま す 。 彼ら の 気 に 入 ろ うと 気に入る まい と 知り ませ ん 
し 、 だからこそ 我々 は そう いっ た 人 た ちか ら 好 か れ な い の か 
も し れ ま せん が 、 我々 は 笑っ て 過ごし ます 。 時 に 人 生 と いう 
も の を 馬鹿 に し ます 。 


みな さん も また 、 た くさ ん の 生涯 を 寺院 や 修道 院 で そう や っ 
て 過ごし た の で は な いで すか ? 静寂 の 中 で 、 ク ソ 真 面目 で 
深刻 な 何 や か や に 囲ま れ て 、 神 の 監視 の 下 で 、 い け な い こ 
と を し な いよ うに し て きた の で は な いで すか ? ケリ ー、 そ う 
だ よね ? 神 が い つも 見 て いる ね (笑い が 起き る ) 。 そし て そ 
うい う 寺 院 や 修道 院 の 環境 は 、 驚く ほ ど 退 屈 で す 。 死ぬ ほど 
退屈 で す 。 そ れ が どん な 映画 に な る か 分 か り ま すか ? 驚く 
ほど つま ら な いと 思い ます よ 。「 こ の 一 週間 、 私 は 毎日 毎 
日 、、、」 ひ た すら オー ム と 唱え て 、 聖歌 を 歌っ て 、 頻 敵 の 火 
を 付け て 回 り ま し た 、 と 。 第 二 週 有 目 は きっ と 、 ひ た すら オー ム 
と 唱え て 、 聖歌 を 歌っ て 、 螺 炉 の 火 を 付け て 回 っ て 、 一 度 お 
香 を 茜 き まし た 、 と 。 次 の 週 は 、 ひ た すら オー ム と 唱え て 、、 、 
と 50 年 経っ て も まだ 、 ひ た すら オー ム と 唱え て 、 聖歌 を 歌っ 
て 、 頻 丹 の 火 を 付け て 回 っ つて いま す 。 それ で も 何 も 起こ り ま 
せん 。 神 も 仏 も イエ ス も 誰 も 姿 を 見 せま せん 。 誰 も そう する 
こと は な いで し ょ う 。 そん な 退屈 な 場所 に イエ ス が 来る と 思 


いま すか ? 


ケリ ー : セ ックス も 全く な い の よ ね 。 
アダ マス H 原則 な いね 。 まあ 、 ヽ ヽ する 人 は し て た けど 。 
ケリ ー 悲劇 ね 。 


アダ マス : ま あ 、 ま あ 、 そ うだ ね 。 ケリ ー が そう し て た (keri: 
ケリ ー、 と cary on: 肌 身 離さ ず 、 欠 か さ ず 、 を か け て ) と 言う 
わけ じゃ な いけ ど ね 。 分 か る か な (語呂 合わ せ が 分 か っ て 、 
聴衆 、 笑う) 、 で も これ は 事実 で す 。 ウィ キ ペ ディ ア に 載っ て 
も いい 程度 の 事実 で す 。 実際 に そう で し た 。 ち な み に 、 ど うし 
て オナ ラ が 面白 いか 分 か り ま すか ? 単に ガス が 腸 を 通っ 
て 肛門 か ら 出る こと の (さら に 笑い ) 何 が そん な に 面白 い の 
で し ょ うか ? 現象 と し て 科学 的 に 考え れ ば 、 こ れ と 言っ て 特 
に 面白 いも の で は あり ませ ん 。 た だ の 現象 で す 。 で も みな さ 
ん 、 オ ン ラ イン の 人 た ち も 、 オ ナラ の 話 で 盛り 上 が り ま す よ 
ね 。「 あ 、 ち ょ っ と 、 オ ナラ が 出 た ! 」 と 。 そ の 理由 が 分 か り ま 
すか ? その 理由 は 、600 年 か 700 年 ほど 昔 の こと を 考え て 
みれ ば 分 か る か も し れ ま せん 。 そん な 時 代 の 修道 院 に 、 あ 
な た が いる と し ます (笑い が 起き る ) 。 た と えば 祈り の 時 間 で 
す 。 話 を する 者 は 誰 も いま せん 。 そこ で は 私 語 は 禁止 で す 。 
言葉 を 発 さ ず 、 じ っ と 座禅 する か 、 路 く か を し て いま す 。 そ ん 
な こと を 長い 時 間 、 続 け て いて 、 あ な た の 気 は 少し お か し く 
な りか け て は いま す が 、 そ れ で も 「 い や 、 こ れ だ か ら こ そ て 意 
味 が ある ん だ 。 こ れ で 上 手 く 行く に 違い な い 。 みん な そう 言 
っ て る し 、 神 が じ っ と 見 て いる わけ だ し 、 や る し か な いな 」 と 
頑張 り ま す 。 あな た は 真剣 に 座っ た まま の 状態 で いて 、 正 し 
いこ と を 正しく 行 お うと 努力 し 、 そ うし て 自分 の 罪 や 情け な さ 
と 向き 合っ て いる と 、 不 意 に 、 ど こ か 向こう か ら 、 聞こ えま す 。 
「 ブ リブ リブ リッ ! 」( 笑 い が 起 きる 。 リン ダ が リア ル な 音 を 追 
加 す る ) 。 途 端 に みん な 、 こ ら え 切れ ず に 吹き 出し て 、 且つ 、 
四方 か ら オ ナラ の 音 が 聞こ えて きま す 。 いい で すか 、 そ れ だ 
けが 何 年 か に 一 度 、 そ こ で 起こ り 得る 面白 いこ と で し た ! ( さ 
ら に 笑い ) そ の 時 ば か り は 、 マ ザー も 司祭 長 も 我慢 で きず に 
吹き 出し まし た 。 当時 、 そ の 生涯 で 起こ っ た 笑え る こと と は 、 
それ だ けし か あり ませ ん で し た 。 冗談 で も 何で も な く 、 そ の 
生涯 で 得 た 可笑し か っ た と いう 思い が 、 あ な た の 中 に 残っ た 
の で す 。 残っ て 今 の 生涯 に 持ち 越 さ れ て いる の で す 。「 忘 
られ る も ん か ! 当時 の 教会 は あり 得 な い ぐ ら い 静 か で 、 螺 
煽 が 照 っ て いて 常に 厳 下 な ムー ド が 漂っ て いて 、 そ の 静寂 
を 切り 裂く よう に 、 勢い よく 『 ブ リブ リブ リッ ! 』 と 聞こ えて くる 。 
みん な きょろきょろ と 周り を 見 て 、 ま た 互い に 顔 を 見 合わ せ 
る 。『 誰 だ ? 派手 に か まし た の は 誰 だ ? あい つか ?』 と 目 
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で 会 話 を する 、、、 あ ん な の 誰 だ っ て 笑う よ ! 」 と 。 そ の 上 、 
それ を 皮切り に みん な が オナ ラ を し ます 。 し か も 無言 で そう 
し ます 。 あ ちら こち ら か ら オ ナラ の 音 だ けが 聞こ えて きま 

す !「 お お お ! 」 で す 。「 今 日 の ラン チ に 何 を 食っ た ら そ ん な 
音 が 出る ん だ ?」 そ ん な 音 ば か り で す 。 


私 の 伝え た か っ た ポイ ント で す 。 笑い の 中 で こそ 、 こ れ が 言 
えま す 。 全て は た だ の スト ー リ ー だ と いう こと で す 。 あな た の 
人 生 。 数 々 の 生涯 は 、 単 に 舞台 仕掛 けが 巨大 な だ け の 、 物 
語 で す 。 


それ を 真剣 に 捉え た 時 、 あ な た が 自分 に つい て 、 そ れ を そう 
いう 意味 で の 本 物 と 信じ て 、 真 面目 に 考え て し まっ た 時 、 エ 
ネル ギー は 詰まり ます 。 あな た は 翼 を 付け る こと を 、 私 が 今 
言っ た こと 、 本 当 に シン プル な 、 た っ た 2 つの ポイ ント を 、 忘 
れ ま す 。 そう し て 、 あな た は より 一 層 深 刻 に 、 真 面目 に 考え 
る よう に な り 、 頭 の 中 に 囚われ る こと に な る で し ょ う 。 その 時 
点 で 、 深 刻 に 、 真 面目 に 考え 始め た 時 点 で 、 あ な た は クモ の 
巣 に か か っ て いま す 。 あな た が 深呼吸 を し て 、 そ れ を 単なる 
スト ー リ ー で ある と 笑い 飛ば せ た な ら 、 あ な た は 自分 が 監視 
も 評価 も され て いな いこ と を 認識 で きま す 。 良い も 悪い も な 
い の で す 。 正解 も 不正 解 も あり ませ ん 。 ある 人 生 が くだ ら な 
い 出 来 事 だ ら け だ っ た か と 思う と 、 そ よ 風 に 吹か れ 続け る よ 
うな 無難 な 人 生 が また 別に ある だ け で す 。 大 し た 違い は あり 
ませ ん 。 正 直 、 ど っ ち が ど う で も 、 構 いま せん 。 どう で も いい 
で す 。 


と は 言え 、 こ の 生涯 は あな た に と っ て は 、 と て も ユニ ー ク な 
生涯 で す 。 で も その こと を 真面目 に 、 深 刻 に は 考え な いで く 
だ さい 。 た だ 、 あ る 事 が あっ て 、 そ れ が この 生涯 を 他 に 比べ 
て 特に 変わ っ た も の に し て いる だ け の 話 で す 。 ち な み に 、 そ 
れ っ て 「 悟 り に つい て 学ん で いる こと 」 で すか ね ? あり えな 
いで す ! 勘弁 し て くだ さい 。 そ れ は 許し で す 。 許し で す よ 。 
楽し ん で 、 許 すこ と で す 。 あな た は 許す た め に ここ に いま す 。 
本 当 に そう で す 。 で あれ ば 、 そ の 許し の た め に 、 真 面目 に 、 
真剣 に 取り 組ま な けれ ば いけ な いと いう こと で し ょ うか ? あ 
りえ な いで す ! 事実 を 事実 と し て 言い ます が 、 あ な た が よ 
り 笑 えば 笑う ほど 、 微 笑 め ば 微笑 む ほ ど 、 よ りあ な た は 許し 
て いま す 。 そう いう こと で す 。 この 言葉 は ステ ッ カ ー に し て 車 
の バン パー に 貼っ て お きま し ょ う 。 お ば あちゃ ん に 頼ん で セ 
ー タ ー に 編み 込ん で も らい まし ょ う 。 


あな た は 許す た め に ここ に いま す 。 それ だ け で す 。 その 許し 


の た め に 、 ど の 程度 、 真 面目 で いる 必要 が ある の で し ょ う 

か ? 全然 で す ! どの ぐら い の 努 力 が 必要 で すか ね ? ゼ 
ロ で すね ! た だ 、 そ の 何 も し て いな いと いう こと が 、 良い 映 
画 を 作っ て いな いよ うに 感じ られ て 嫌 な の で し ょ う ね ? で も 、 
それ っ て どう で も いい こと で す 。 あな た は 深呼吸 を し て 許す 
の み で す 。 あな た は 、 既 に 気付 いて いる は ず で す 。 人 生 を 
単なる スト ー リ ー だ と 笑い 飛ば せ た 時 に こそ 、「 悟 り に 至る こ 
と は 困難 で ある 」 こ と 、 を や め ら れ ま す 。 悟り は 難し いこ と で 
は あり ませ ん 。 本 当 に そう で す 。 そん な ふう に 設計 され た り 
は し て いま せん 。 そん な こと を 思う の は 、 ま た 、 そ れ を 難し く 、 
退屈 に し て いる の は マヌ ケ た ち で 、 彼 ら は 修道 院 で の 静か 
な 日 々 に 戻 ろ うと し 、 悟り を 人 間 の や る 最 難関 の ゲー ム に し 
て いま す 。 が 、 そ ん な こと は あり ませ ん 。 悟り と は 本 当 に 簡 
単 な こ と な の で す 。 大 きく 深呼吸 を し て 、 自分 の 物語 を 笑い 
飛ば す だ け で 成る も の で す 。 


さて 、 中 に 何 が 入っ て いる か は 分 か り ま せん が 、 ち ょ っ と 一 
息 つ きま すか ね (アダ マス 、 笑 う ) 


Relax and Allow( リ ラッ クス し て 、 許す ) 


私 た ち は ウ ィング スシ リー ズ を 、 ま さ に 今日 始め た わけ で す 
が 、 え っ と 、 ち な み に 今 起こ っ て いる の は 私 に と っ て は 、 私 
の スト ー リ ー で す 。 私 が 創作 し た も の で す 。 今日 の 私 は 気分 
が あま り よ く あ り ま せん 。 私 は みな さん を 愛し て いま す よ 。 私 
の こと は も っ と 愛し て いま す が 、 み な さん の こと も 愛し て いま 
す (「 イ エイ ! 」 と 声 が 上 が り 、 拍手 ) 。 た だ 、 今 の 気分 は 良く 
な いで すね 。 で も 、 み な さん は も うお 気付 き と 思 いま す が 、 こ 
れ は た だ の スト ー リ ー、 漫 画 み た いな も の で す の で 、「 さ あ 、 
今日 は 楽し いこ と を し よう 。 少し で も 楽し く < 遊ぼ うじ ゃ な いか 。 
そう いう 感じ に 入ら な きゃ 。 気分 を 良く し て か な いと 。『 う が 一 、 
う が 一 、 う が 一 、 う が ああ あ ! 』」 と し て いか な けれ ば な り ま 
せん 。 みな さん の 中 に は ショ ッ ク を 受け た 人 が いま し た ね 。 
「 う わ 、 ど うし ちゃ っ た ん だ ! アダ マス に 噛み つか れる ん じ 
ゃ な いか 、 頭 を 噛み 千 切 ら れる ん じゃ な いか 」 と 。 そう する こ 
と も 少し は 考え て み ま し た が 、 分かり ます ね 、、、 


深呼吸 を し て 、 暮らし を 、 生活 を 、 人 生 を 、 楽 し いも の に し て く 
だ さい 。 分 か り ま すね ? あな た が そう する な ら 、 少 し で も 陽 
気 に な っ た な ら 、 本当 に リラ ックス し て 許し た な ら 、 エ ネル ギ 
ー の 流れ は 劇 的 に 変化 し ます 。 クモの巣 に 向かっ て 突っ 込 
ん だ り 、 引 っ か か っ た りす る よう な シナ リオ と は も は や 無縁 
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に な る で し ょ う 。 その 時 こそ が 、 全 て が あな た を 通り 抜け る 、 
それ が 分 か る 瞬間 で す 。 そ れ が 全て で す 。 そう な れ ば 、 思 
い 知 れ と ば か り に そう いっ た 事 が 起こ り ます 。 身体 が 覆い 尽 
くさ れる よう な 感覚 に な る か も し れ ま せん 。 あな た は きっ と 動 
揺 し ます 。 で も 、 そ れ も ま た 、 あ な た を 通り 抜け させ て くだ さ 
い 。 それ が 全て で す 。 戦 い は 不要 で す 。 


クモ の 巣 に 引っ か か っ て 、 そ こ か ら 逃 れる た め に 戦う 。 そ れ 
は 実に 人 間 的 な 発想 で す 。 そ れ が 人 間 の する こと で す 。 だ 
か ら こ そ 私 は 「 誰 が ここ に いま すか ?」 と 質問 し まし た 。 マス 
ター の 視点 に 立て ば 、 、 、 マ スタ ー 率 が ほぼ 50% ま で 来 ま し 
た ね 、 、 、 マス ター 的 な 発想 を する な ら 「 私 を 通り 抜け て いる 
だ け だ な 」 と な り ま す 。 実際 、 あ な た は 何 も 装 着 す る 必要 は 
な く 、 飛 ん だ り 、 突き 抜け た りす る 必要 さえ あり ませ ん 。 あ な 
た は 、 既に ある 翼 を 許し 、 そ の 翼 を 大 きく 広げ て 、 全 て が あ 
な た に 流れ 込み 、 向 か っ て き て 、 通り 過ぎ て いく の を 見 て い 
る だ け で いい の で す 。 そ の 中 か ら 、 自分 の スト ー リ ー に 相応 
し い 、 そう し た いと 思う も の だ け を ピッ クア ッ プ し て くだ さい 。 
自分 の 為 に 選ん で くだ さい 。 それ ら は あな た を 通し て 躍動 し 
て いる こと が 分 か る で し ょ う 。 その で らい シン プル で す 。 


200 回 も の シャ ウド と 言い まし た が 、 ウ ィング スシ リー ズ は 、 
私 た ち が 一 緒 に な っ て 、19 番目 の シリ ー ズ に な る と 思い ま 
す 。 かなり 多い で すね 。 シャ ウド の コン テン ツ だ け で 33 冊 の 
分 厚い 本 を 作る の に 十分 な 量 に 達し て いま す 。 ト バイ アス の 
教え 。 私 か ら 浴 れ 出し た 驚く べき 属 智 の 数 々 。 全て が 、 本 当 
こ 和 驚く べき こと で す が 、 全て が そこ に 詰まっ て いま す 。 そし て 、 
その こと を 胸 に 、 深 呼吸 を し て くだ さい 、。 今 話 し た こと 自体 も 、 
あな た の 壮大 な る スト ー リ ー の 一 部 で す 。 驚異 的 な スト ー リ 
ー と 言い た いで すね 。 そう で す 、 こ れ は 驚異 的 に 素晴らし い 
スト ー リ ー で す 。 本 当 に 驚異 的 で す 。 


か つて トバ イア ス か ら 引 き 継 ぎ を 受け た 際 、 私 は 他 の アセ ン 
デッド マス ター た ち に 、 こ の クリ ム ゾ ン サ ー ク ル に 来る こと に 
つい て 、 相 談 し まし た 。 みな さん の 中 に も 、 こ こ へ 来る 前 か ら 、 
な ん と な く こ この こと を 聞い た こと が あっ た 人 が いる と 思い ま 
す が 、 私 は 聞い た 話 を あま り 信 用 し ませ ん で し た 。 シャ ー ン 
ブラ ? 海賊 ? 暴徒 の 集まり ? 私 は 「 ふ うん 。 ま あい いや 。 
や る や る (笑い が 起き る ) 」 と そん な 感じ で し た 。 また 、 あ る マ 
スタ ー は 、 今 我々 が や ろう と し て いる こと を 成す に は 、 あ と 2 
か ら 4 ほど の 生涯 が 必要 に な る だ ろう と 言い まし た 。 で も 私 
に は そん な こと は な いと 分 か っ て いま し た 。 みな さん が 準備 
万 端 で や る こと は 分 か っ て いま し た 。 頭 を し ゃ か し ゃ か と 振っ 


て や っ て 、 み な さん ん 正気 に 返ら せ 、 深 呼吸 を し て ら え れ ば 、 
これ が 単なる 大 が か りな だ け の スト ー リ ー で ある と 認識 し て 
も ら え る と 分 か っ て いま し た 。 本 当 に それ だ け だ っ た の で す 。 
みな さん の 人 生 は 大 し て 重要 な も の で は あり ませ ん 。 大 切 
な の は IAm だ け で す 。 そし て それ こそ が スト ー リ ー の 美しい 
と ころ で す 。 と に か く で す 。 そん な も の の こと を 、 クソ 真面目 

に 考え る の を や め て くだ さい 。 いい で すね ? 


私 が 言い た いこ と が 分 か り ま し た ね ? 外 へ 飛び 出し て 生き 
て くだ さい 。 エンジョイ し て くだ さい 、。 面白 いこ と を し て くだ さい 。 
不安 や 恐れ を 感じ た な ら 、 そ れ か ら 逃 げた り 、 そ れ と バト ル 
する の で は な く 、 そ れ を 許し 、 シ ンプ ル に 通り 抜け て くだ さい 。 
シン プル に 通り 抜け る の を 許し て くだ さい 。 そ うす れ ば 、 ク モ 
の 巣 な ん か 実は 無かっ た 、 そ の こと に 気付 ける は ず で す 。 
た だ 、 も し 、 そ の 戦い の 中 に いる の で あれ ば 、 そ れ が ガン で 
あれ 経済 的 な 破たん で あれ 、 あ る い は 自尊 心 の 崩壊 で あっ 
て も 、 そ れ と バト ル を し て いる その 瞬間 は 、 ク モ の 巣 に 囚 わ 
れ て いる と いう こと で す 。 クモ の 巣 で す 。 戦 えば 戦う ほど 、 抵 
抗 す れ ば 抵抗 する ほど 、 状 況 は より 一 層 、 悪 く な り ま す 。 そ 
し て 、 み な さん の 、 こ の ポイ ント に まで 到達 し た 意識 と いう の 
は 、 他 の どの 時 より も 、 よ り ク モ の 巣 に 囚われ や すく な っ て 
いま す 。 み な さん は より 敏感 に な っ て いま す 。 より 囚われ や 
すく な っ て いま す 。 で も そう いう 時 こそ 、 立 ち 止 まっ て こう 言う 
時 で す 。「 ア ダマ ス が 言っ て た 、2 つの ポイ ント っ て な ん だ っ 
け ?」 


サー ト : ど こ か に 書い て お か な いと 。 


アダ マス : 君 は そう し て お くべ きだ ね (笑い が 起き る ) 。 だ か ら 
こそ 、 我 々 は こう や っ て 記録 を 残し て いる の で す 。 我 々 の 大 
切な 商品 で す 。 タ ダ で あげ る わけ に は いか な いで すね 。 


と いう の は 冗談 で す 。 


と に か く < く こ れ は た だ の スト ー リ ー で す 。 スト ー リ ー を 使っ て 遊 
ん で くだ さい 。 みな さん は 壮大 で 良く 描か れ た 漫画 の 主人 公 
で す 。 


この ウイ ング スシ リー ズ で 、 み な さん は 、 今 か ら 行 うこ と を 認 
識 す る と ころ へ 至り ます 。 いい で すか ? 私 た ち は こ の よう 
に 集まり 、 楽 し い 時 を 過ごし ます 。 私 は 「 私 は 不機嫌 で す 」 と 
いっ た よう な スト ー リ ー を どん どん と で っ ち 上 げ ま す 。 そ も そ 
も 、 私 が 不機嫌 に な る な ん て あり 得る と 思い ます か ? も ち 
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ろ ん 、 私 が し た 他 の 生涯 に つい て の 話 は 真実 で す 。 プラ トン 
は 苦 問 し て いま す 。 彼 は 決心 する と いう こと が で きま せん 。 
シェ イク スピ ア は 誰 に 向け て 物 を 書く か 、 内 な る 苦 半 に 喘い 
で いま す 。 マー クト ウェ イン は 、 笑え る の で す が 、 彼 は 自分 
に 対し て 疑 り 深 く 、 ま た 自ら の こと を 非常 に ネガ ティ ブ に 考え 
て いま す 。 エネ ルギー の 扱い 方 に 課題 アリ で す 。 破産 する 


の は 当然 と 言え ば 当然 で すね 。 それ ら の 全て は リア ル で す 。 


し か し 、 そ れ ら に 、 私 の 気分 が 害さ れる こと は あり ませ ん 。 
全く な いで す 。 私 は た だ 深呼吸 を し て 、 彼 ら の スト ー リ ー を 見 
て いる だ け で す 。 そう し て 私 で も ある 、 彼 ら の 、 結 局 は 私 の 
美 し さ を 認識 し ます 。 そし て 私 に は また 、 彼 ら が 真 の 意味 で 
は 、 ク モ の 巣 に 囚われ る こと は な いこ と が 分 か っ て いま す 。 
彼ら は そう な る と 信じ る か も し れ ま せん が 、 な り ま せん 。 叩き 
潰さ れる こと も 焼 か れる こと も あり ませ ん 。 彼ら は そう 考え る 
か も し れ ま せん が 、 な り ま せん 。 彼ら は 私 と いう ワン ネス を 
構成 する 一 部 だ か ら で す 。 


そろ そろ 時 間 が 無く な っ て きま し た ね 。 今日 は いつ も より 短く 
な る と 伝え まし た が 、 い つも より 2 分 で らい 早く 終わ り そ う で 
すね (笑い が 起き る ) 。 さあ メラ ブ を 行い まし ょ う 。 メラ ブ を 行 


う 理由 で すか ? う 一 ん 、 そ う で すね 、 少 し 話し 疲れ まし た ね 。 


みな さん も 私 の 長 話 に 疲れ た だ ろう と 思い ます 。 


さあ 、 大 きく 、: 
ます 。 


深呼吸 を し て くだ さい 。 ウイ ング ス メ ラ ブ を 行い 


深呼吸 を し て くだ さい 。 


Wings Merabh( ウ イン グ ス メラ ブ ) 


私 た ち は ウ イン グ ス シ リー ズ に 入っ て いま す 。 


(音楽 、 流 れる ) 


ウイ ング ス 、 翼 、 こ れ は 、 つ い に は 私 た ち が 真 に 許し 、 オ ー 
プン に な っ て 、 自 分 自身 を 見 て 楽し むこ と が で きる よう に な っ 
た と いう こと で す 。 つい に は 、 高 く 大 空 へ 舞い 上 が る 時 が 来 
た と いう こと で す 。 私 た ち は 高 く 高く 舞い 上 が り ま す 。 拡大 す 
る と いう こと で す 。 


人 間 は 、 依 然 と し て パニ ッ ク に な っ た り 不 安 に な っ た り 、 あ る 
い は 怒っ た りす る 日 々 を 過ごし ます 。 そし て そう いっ た 事 が 


起こ っ た 時 が 、 私 た ち が 今 も や っ て いる よう に 、 深 呼吸 を す 
る 時 で す 。 叫び 声 を 上 げ て いる 人 間 の 姿 が 感じ られ ます 。 そ 
う 感じ られ る 場所 で こそ 、 あ な た は 深呼吸 を し て 、 ts 
な る スト ー リ ー で ある と 認識 し ます 。 あな た が 自分 の 翼 を 感 
じ る 場所 で す 。 私 は 文字 通り の 意 CE 


あな た は 自分 の 翼 を 感じ ます 。 


過去 に も 何 度 か 言い まし た が 、 あ な た に は エネ ルギー の 糞 
が あり ます 。 背中 か ら 肩 に か け て の 場所 に あり ます 。 身体 
の 中 で 最も 敏感 な 場所 の 1 つ で す 。 私 は 羽根 に 覆 わ れ た 、 
大 き な 翼 の 話 を し て いる の で は あり ませ ん 。 私 は あな た の 
拡大 する 能力 の こと を 言っ て いま す 。 オ ー プ ン に 自己 を 開い 
て 、 拡 大 する 能力 で す 。 あな た は た だ 深呼吸 を し て 、 そ う で 
ある こと を 許し ます 。 


も し か し た ら 「 い や 、 ア ダマ ス 、 ど う や っ て いい か 分 か ら な い 
よ 」 そ う 言 う 人 も いる で し ょ う 。 そし て 実際 、 分 か ら な いで し ょ 
う ね 。 で も それ っ て 、 そ うい う ス トー リー 展開 だ か ら じ ゃ な い 
で すか 。「 あ る 日 、 私 の 背中 に 翼 が 生え た 。 翼 は 私 の 現実 を 
広げ て くれ た 。 広げ る こと を 許し て くれ た 。 も う 飛 ぶ こ と を 恐 
れ な い 。 人 生 を 恐れ な い 。 翼 で 頭 を 和 覆っ て 自分 を 抑え 込む こ 
と も な い 。 私 は た だ 拡大 し た ん だ 」 


深呼吸 を し て 、 あな た の スト ー リ ー を 、 あな た が 翼 を 広げ る 
こと を 許す 章 ま で 進め て くだ さい 。 


罠 は あな た を 運ん で くれ ます 。 恐れ 、 疑い 、 危険 と 思え る 景 
色 の 中 を 、 決 断 が 出来 ず 、 何 を どう し て いい の か 、 次 に 何 を 
すべ き な の か 、 皆 目 見 当 の つか な い 状 況 の 中 を 、 華 豚 に 通 
り 抜け て 運ん で くれ ます 。 広げ た 罠 が 、 あ な た を 超越 させ て 
くれ て いる よう に 感じ られ ます 。 

も ちろ ん 、 こ こ に 座っ て いる 人 間 に と っ て は 、 そ う で すね 、 く 
だ ら な い 日 々 は 続き ます 。 そ れ も ま た スト ー リ ー の 一 部 で あ 
り 、 そ れ は それ で 結構 で す 。 悪い こと で は あり ませ ん 。 そこ 

に は (And) 翼 の 付い た マス ター が いる か ら で す 。 マス ター は 、 
戦う こと も 、 疑 いや 不 確 実 性 、 恐 れ を 克服 し よう と は し な いで 
し ょ う 。 何 も し よう と は し な いで し ょ う 。 マス ター は 、 ス トー リー 
と は 「 た くさ ん ある And(Ands) 」 で あり 、 現 実 の 見 え 方 の 1 つ 
で ある 、 見 方 で ある 、 そう 認識 し て いる か ら で す 。 


この シリ ー ズ で は 、 今年 、 私 た ち は 一 緒 に な っ て 、 実 際 に 体 
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験 し 始め ます 。 許 し に つい て 話す の で は な く 、 み な さん は 自 
分 に その 体験 を 許し ます 。 プラ トン 的 に 、 悟り の 概念 を こね く 
り 回 す の で は な く 、 経 験 し ます 。 


楽し し に つい て 考え る の で は な く 、 そこ で 実際 に 楽し み ま 
す 。 


今年 みな さん が する こと に な る 経験 は 、 時 に 、 み な さん を 死 
ぬ ほ ど 和 驚か せる か も し れ ま せん 。 何故 な ら 、 そ れ ら が チョ ー 
リア ル に 思え る か ら で す 。 つま り 、 リ アル で ある と いう こと で 
す 。 


気付 き が 開い て いく に つれ て 、 み な さん は ハッ と 固まる こと 
が ある で し ょ う 。 身体 や マイ ンド を 今 ま で と 同じ よう に 扱え る 
どう か 定か で は な く な り ま す 。 その で らい ハッ と 驚く こと が あ 
る で し ょ う 。 それ こそ が 経験 で す 。 議論 で は な い 、 経 験 で す 。 


も ちろ ん みな さん は 、 身体 も マイ ンド も 扱っ て いけ ます 。 深 呼 
吸 を し て 、 マス ター の 翼 を 感じ た 時 は 特に そう で す 。 


私 た ち は 教 室 か ら 外 へ 出 て 、 真 の 、 素 晴らし く 楽し い 人 生 を 、 
経験 ます 。 みな さん は 今 、 ス トー リー を 変え て いま す 。 こ れ 
まで と は 全く 違う 書き 方 を し て いま す 。 そう し て いる と 、 こ の 
スト ー リ ー が 進む に つれ て 、 後 の 章 で 、 み な さん は 突然 に 、 
自分 も この スト ー リ ー を 書い て いる 1 人 で ある 、 そ の こと を 認 
識 し ます 。 人 間 さ ん 、 い いで すか 、 あ な た も 次 の 章 を 書い て 
いる 1 人 な ん で す よ 。 


これ は 単なる 本 で ある 。 自分 の 人 生 と いう 壮大 な 物語 が 綴 
られ た 本 で ある 。 そう いう 気付 き 、 感 覚 は 、 み な さん に も あっ 
た と 思い ます 。 し か し 、 み な さん は 、 そ の スト ー リ ー に つい て 、 
何 も 口出し し て きま せん で し た 。 その こと が 変わ り ま す 。 


最近 の キー ハッ ク で 話し まし た が 、 そ れこ そ が 共生 で す 。 マ 
スタ ー と 人 間 の 共生 で す 。 あな た は 、 も し か し た ら 、 自分 が 
次 の 章 に 何 を 書く か を 、 あ まり 信用 で き な い か も それ ませ 
ん 。 


その 時 こそ が 、 マ スタ ー と し て の あな た 、! Am さん 、 既 に 次 
の 章 を 書き 、 次 の 章 を 生き て いる あな た の 出番 で す 。 自由 
に つい て 、 真 に 生き る こと に つい て 、 次 の 章 を 書い て くだ さ 
い 。 単調 な 日 々 の 暮らし で は な く 、 生き て いる と いう 経験 を 
書い て くだ さい 。 それ こそ が 、 あ な た が 参加 する こと で 生ま 


れる 違い で す 。 それ は 大 き な 違 いで す 。 


さて 、 誰 が 今 、 こ こ に いる の で し ょ うか ? メラ ブ の 間 に 何 か 
変わ り ま し た か ? マス ター 率 は どの ぐら いで すか ね ? そ 
う で すね 。 近い こと を 言っ た 人 が いま し た が 、 適 切 に 表現 す 
る な ら 、 み な さん は 100% 人 間 で あり 100% マ スタ ー で す 。 両方 
で す 。 


人 間 と マス ター は 互い に 衝突 し た り し ませ ん 。 競い ませ ん 。 
20% の 人 間 と 80% の マス ター と いっ た ふう に は な り ま せん 。 あ 
な た 方 は 共生 し て いて 、 両 方 で す 。 


は い 。 深呼吸 を 行い まし よう 。 


恐れ の 中 を 飛ん で くだ さい 。 精神 的 な 苦悩 を 軽やか に 通り 
抜け て くだ さい 。 感情 的 な 問題 を 飛び 越え て くだ さい 。 それ を 
分 析 し た り 理 解 し よう と し て 、 立ち 止ま ら な いよ うに し て くだ さ 
い 。 それから 逃げ る 必要 は あり ませ ん 。 た だ 飛ん で 、 通 り 抜 
け て くだ さい 。 


も し か し た ら 、 最 初 は 少し 怖い か も し れ ま せん 。 クモの巣 に 
向かっ て 自ら 捕まり に 行っ て いる よう な 気 が す る か ら で す 。 
で も 分 か り ま す よ ね 。 その 瞬間 の 勢い 、 情 熱 と 呼ん で も いい 
で すね 、 そ の よう な 、 完全 に そう で は あり ませ ん が 、 意 識 と 
呼ん で も いい ぐら い の エ ネル ギー、 そ の 勢い で も っ て 突っ 込 
ん だ の な ら 、 最 も 深い 恐れ で さえ も 、 あっ と 言う 間 に 通 り 抜 け 
ます 。 それ を 避け よう と し て 、 勢い を 殺さ な いで くだ さい 。 し っ 
か り 見 て 分 析 す る な ん て 、 無 意味 な こと は 止め て くだ さい 。 
た だ 突っ 込ん で 、 勢い その まま 突き 抜け て くだ さい 。 


次 に 、 で す が 、 こ れ は 大 が か り で は あり ます が 、 そ れ で も 結 
局 は 単なる スト ー リ ー で ある こと を 認識 し て くだ さい 。 し か も 、 
今 で は 、 あ な た も その 書き 手 一 員 で す 。 私 が 一 員 と いう 言葉 
を 使う の は 、 マ スタ ー も また 、 依 然 と し て 、 書 く 上 で の 役割 を 
担う か ら で す 。 それ で も な お 、 人間 さん 、 あ な た は 共同 著者 
な ん で す よ 。 共同 出演 者 と も いえ ます ね 。 こ れ ら が 例 の 2 つ 
の ポイ ント で し た 。 


さあ 一 緒 に 、 大 きく 、 深呼吸 を 行い まし ょ う 。 一 緒 に 大 きく 吸 
っ Cs 吐き まし ょ よう 。 


音楽 、 終 わる ) 
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シャ ー ン ブラ の みな さん 、 お 祝い の 時 間 で す 。 


お 祝い で す 。 翼 を 広げ て 、 成る こと を 成る よう に 成ら ちせ て くだ 
さい 。 


そし て 忘れ な いで いて いく だ さい 。 スト ー リ ー に お いて 、 全て 
は 正しい ! (笑い が 起き る ) 


と いう わけ で みな さん 、 ありがとう 。 あり が と う ( 聴 衆 、 喝 来 ) 


翻訳 : Ito Satoshi 


注記 : どう ぞ 自 由 に この テキ スト を 配布 し て くだ さい 。 た だ し 、 一 部 
を 抜粋 する の で は な く この 注記 も 含め 完全 な 形 で 、 非 営利 か つ 無 
償 で 配布 し て くだ さい 。 それ 以外 の 利用 に つい て は 、 コ ロラ ド 州 ゴー 
ルデン に 住む ジェ フリ ー・ ホ ッ プ の 書面 に よる 許可 が 必要 と な り ま 

す 。 
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